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序

筑後平野の中央部、 矢部川中流域北岸に位置する筑後市は、 古代より水

稲耕作の適地として開発が進み、 また交通の要衝として多くの人々が往来

することにより、 歴史を刻んできました。

この度報告する中折地内栗遺跡は筑後市の南西部に位置し、 筑後市が誕

生する以前には「下妻村」の役場所在地でもありました。 今回の発掘調査

では中世、 戦国時代の集落の一部が確認されました。 当時の村落の姿を考

える上で貴重な資料を提示してくれました。

発掘調査から報告書作成に至るまで、 各工事関係者、 各関係機関、 有識

者各位には多大な御協力と御援助を頂きました。 ここに心から感謝を表す

る次第であります。 本書が文化財保護への理解を深める一助となり、 併せ

て研究資料として御活用いただければ幸いです。

平成16年 3 月

筑後市教育委員会

教育長 城戸
一

男



例 戸

1 .  本書は、工場 建設に伴い、株式会社ハヤシの依頼を受けて、筑後市教育委員会社会教育課文化
スポ ー ツ係が平成14年度に大字中折地において実施した埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2. 本書使用の遺構実測図は立石真二が製作し、浄書を平塚あけみが行なった。
3. 本書使用の遺物実測図は製作・浄書を 平塚が行なった。
4. 本書使用の写真は立石が撮影した。なお、遺跡の気球 写真は（樹空中写真企画に依頼した。
5 .  本書使用の標高は海抜高であり、方位はG.N.である。
6. 本書が使用した座標は、国土調査法

第

Il座標系を使用している。
7. 本書に掲載した遺構の縮尺は1/40を基本とする。
8. 本書に掲載した遺物の縮尺は 1/3を基本とする。
9. 本書の執筆は

第

2

章

3節本文を奥村太郎が、その他を立石が行なった。編集は立石が行なった。
10. 本書に関わる図面・写真・遺物などの資料は筑後市教育委員会で保管・管理 され、今後公開・

活用される予定である。
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第1章 調査経過と組織

調査に至る経過

中折地内栗遺跡は福岡県筑後市大字中折地に所在する。ここは筑後市南西部の標高 5 mほどの平野部
にあたり、 米麦を中心とした二毛作が行なわれる豊かな穀倉地帯である。

平成 9年、地権者より筑後市教育委員会社会教育課社会教育係（当時、 現在は文化係を経て文化スポ
ー ツ係、以降「乙」 とする）に対し、 該当地区における埋蔵文化財の有無の 照会がな された。 対象面積

は5 ,828.6面である。「乙」はこれを受け平成 9 年 9 月18日から19日 の 2 日間にかけ 試掘調査を行ない、地
表より 0.9�1.5mのところで 溝状の遺構を確認、この 結果を地権者に 解答した。

平成13年 8 月、株式会社ハヤシ（以降「甲」とする） より「乙」に対し、工場 建設に伴い埋蔵文化財
に関する 照会がな された。「乙」は以前の 試掘調奇の 結果をもって「甲」への 回答とした。 両者は埋蔵文
化財の 取り扱いについて協議を行い、発掘調査を行なう事で 合意した。 対象面積は約1,800面である。 整
理作業を含めた発掘調査の予定期間は、平成14年10月 1 日より 平成15年12月3 1日までとした。

3 狐塚遺跡 84 津島南佛生遺跡1次 109 常用相割遺祢 137 水田上平霊石遺跡l次
12 上北島前田遺跡 85 水田杉ノ元遺跡l次 110 常用野々下遺跡 138 水田下平霊石遺跡
13 下北島久デ遺跡 87 井田栗ノ内遺跡 111 津島南佛生遺跡2次 141 水田上仁良葉遺跡1次
19 梅島遺跡l次 90 常用日田行遺跡1次 112 水田伊勢ノ脇遺跡 143 水田上平霊石遺跡2次
23 下北島久清遺跡 93 常用長田遺跡l次 113 志野添遺跡 145 水田上仁良葉遺跡2次
24 梅島遺跡2次 95 常用日田行遺跡2次 114 津島南笹原遺跡 149 水田上平霊石遺跡3次
29 下北島榎崎遺跡 96 常用長田遺跡2次 117 折地長間寺遺跡 154 常用日田行遺跡3次
30 上北島花畑遺跡1次 98 水田下桜町遺跡 121 常用野中遺跡 159 常用ニラパ遺跡
31 水田山伏遺跡l次 100 古島榎崎遺跡l次 122 志下婦計遺跡1次 165 上北島花畑遺跡2次
46 水田山伏遺跡2次 102 津島西美田遺跡 123 井田堀越遺跡 166 上北島塚ノ本遺跡
51 古島島相遺跡 105 水田杉ノ元遺跡2次 127 井田下堀越遺跡 170 上北島篠島遺跡
68 常用ピンセ田遺跡 106 津島北石伏遺跡 131 志西田遺跡 182 中折地内栗遺跡
75 水田正吹遺跡 108 津島皿ヶ町遺跡 136 古島榎崎遺跡3次

Fig. 1 中折地内栗遺跡 位置図( S=l/25, 000)
※上記遺跡の番号は当市が採用している発掘調査番号による
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2 調査組織

中折地内栗遺跡に関する調査組織は以下の通りである。

( 1 ) 確認調査体制（平成 9年度）
調査主体 筑後市教育委員会
教育長 森田 基之
教育部長 津留 忠義
社会教育課長 山口 逸郎
社会教育係長 田中 清道
文化財専門職 永見 秀徳 小林 勇作 田中 剛（確認調査担当）

上村 英士( 6 /1 �)
文化財学芸員 柴田 剛 上村 英士( 4 /1 �5 /31) 立石 真二(8 /1 �)

( 2 ) 発掘調査体制（平成14年度）
調査主体 筑後市教育委員会
教育長 牟田口和良
教育部長
社会教育課長
文化係長
文化財専門職
文化財学芸員

小林 勇作 上村 英士
立石 真二（発掘調査担当）

Fig. 2 中折地内栗遺跡 試掘調査範囲位置図( S=l/2,5 00)
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調査作業 石橋香代美 今山三咲子 植田 勝子 江崎 末廣
奥村 太郎 加藤ちゑ子 川添 幸子 古賀 明美
近藤 澄子 城崎マスヨ 壇 幸恵 辻 名草
富永八重子 富安 英子 中村 富男 平尾 仁子
福島 浩純 松尾喜代美 本村 修一 渡辺 茂喜

整理補助員 仲 文恵 平塚あけみ
整理作業 妹川 玲子 佐々木寿代 野口 晴香 野間口靖子

横井 理絵 福井 円

(3 )整理作業体制（平成15年度）
調査主体 筑後市教育委員会
教育長 牟田口和良(�9 /30) 

城戸 ―男( 10/ 1�)
教育部長 菰原 修
社会教育課長 松永盛四郎
文化スポ ー ツ係長 成清 平和
文化財専門職 永見 秀徳 小林 勇作 上村 英士
文化財学芸員 立石 真二

整理補助員 仲 文恵 平塚あけみ
整理作業 佐々木寿代 野間口靖子 横井 理絵

Fig. 3 中折地内栗遺跡 調査範囲位置図(S = 1 /2,500) 
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3 調査経過

当初 、発掘調査を平成14年10月 1 日 の予定で開始する事になっていたが、対象地を借り受けていた建
設業者が運び込んでいた残土の撤去 が遅れ、10月24日からの作業開始となった。 当初は地 表面を海抜5.5
m と考えていたが、 このレベルから0.8m程下がる ところまで 残土が積まれ、重機による遺構面までの掘
り下げは11月11日までかかった。 11月13日より作業員による作業を開始し 、途中11月26日から12月 5 日
までの間中断せざるをえなかったが、平成15年 1 月15日までに測量までを含む作業を終了した。 同日に
気球による空中写真の撮影を終え、翌16日には校区である下妻小学校 の児童3年生から 6年生までを 対
象とした 現場 説明会を実施した。埋め戻し作業は 1 月20日から 2 月 4 日まで重機により行なわれ 、翌 5
日に開発関係者立ち会い のもと 現場の引き渡しを行ない 発掘調査の全日程を終了した。

4 調査経過抄録
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大字古島より水準点移動(� 23日まで）
調査区設定
重機搬入、盛り土の除去を開始(�11月11日まで）
ユニットハウ ス、仮説トイレ搬入
配電盤工事(� 7日まで）
資材搬入、 光波測距儀による座標測量（国土調査法

第

II座標系に拠る）
作業員による調査作業開始
S DO Ol·S XOlO 掘り下げ開始
S XOlOより骨片が出土
S D005掘り下げ開始、S XOlOより骨片• 白磁C類出土
S K015·S D020掘り下げ開始
S K015土層断面より明染付を確認
作業 中断(�12. 5まで）
作業再開
北側柱穴群掘り下げ開始
S D025�029 (中央の東西方向の溝状遺構群） 掘り下げ開始
S D005、下位遺構の関係 上土層断面D軸で出土遺物を分離、SD030掘り下げ開始
年末年始休業 (�15. 1 . 5)  
作業再開

1. 7 S E040、南側柱穴群掘り下げ開始
1. 14 S D035掘り下げ開始
1. 15 気球による空中写真撮影
1. 16 下妻小学校児童3年生 -6年生 現場 説明会
1. 20 重機による調査区の埋め戻し開始(-2 .  4 まで）
1. 22 ユニットハウ ス、トイレ返却
2 . 5 開発関係者立ち会い のもと、現場の引き渡し → 発掘作業終了
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なお、発掘調査および報告書作成に際し、株式会社ハヤシ、 各工事関係者、 各関係機 関に多大な御協
力を頂いた。また、下記の方々 • 各機 関からは調査· 整理作業に際し、 貴重な御教示• 御指導を頂いた。
記して謝意を 表したい（順不同、 敬称略）。

小田 和利、 小川 泰樹（福岡県教育庁）、 徳 永 貞紹、 白木原 宣（佐賀県教育庁）、 山村 信榮、
高橋 学、 森田 レイ子（太宰府市教育委員会）、中村 渉（大 牟田市教育委員会）、大田黒 保位
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第2章 位置と環境

1 地理的環境

筑後市は福岡県の南西部、 筑後 平野の中央部に位置する。 市域をJR鹿児島本線と国道209号が縦断し、
国道442号が＾横断する。また、 市の 北部には倉目川、 中央部には花宗川や 山ノ井川、 南部には ー級河川の
矢部川があり、 それぞれ西流している。 北部地域は耳納 山地から派生した八女丘陵が西へと延び、 灌漑
用の溜池が点在している。 一方、 低位扇状地である東部や低地である南西部には 各河川より派生した農
業用水路が発達している。当市は県内有数の農業地帯であり、 北部を中心とする丘陵地帯では果樹園や
茶畑、 東部や南西部では 米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地は市の中央部、 国道に沿って形成されて
いる。

2 遺跡周辺の地理的環境

筑後市大字中折地は筑後市の西部に位置している。地勢的には筑後川水系花宗川の左岸に広がる標高
5�7.5mの平野部で、 主に 米・麦の二毛作が 盛んな水田地帯が広がる農業地域である。以前は筑紫 平野

を象徴するクリ ークが発達した、 小区画の農地と狭い農道が入り組んだ地域であったが、 筑後川下流域
農業開発計画に基づく県営ほ場 整備事業下妻地区（昭和50年～平成 2年）、 干拓地等農地 整備事業筑後西
部地区（昭和61年～ 平成 7年） などの実施により、 現在では近代的な農業経営に適した景観が広がって
いる。また、 近年の農業形態の変化に伴い、 イチゴや証薬

、
などの栽培を行なうビニルハウ スも見られる

ようになってきている。

3 歴史的環境

先史時代の遺跡については、 周辺での旧石器時代の遺跡の確認報告は今の所はない。縄文時代につい
ても 同様である（註1)。弥生時代については水田杉ノ元遺跡(85· 105) や水田 山伏遺跡(3 1· 46) 弥

ひられいし

生中期～後期の集落跡が（註2 )、 水田上 平霊石遺跡(149) から弥生時代前期～中期初頭の支石墓が確
認されている（註3 )。

しもつま

古代、 当地は律令体制下で下妻郡に編成された。当時の条里区画はその 一部が 歴史地理学の立場から
復元されている（註4 )。また、 南に位置する大字下妻には郡術があったと考えられている（註5)。

中世、 この地域は水田荘に属し、 南に位置する下妻荘と共に筑前太宰府の天満宮安楽寺の支配下にあ
った。周辺の折地長間寺遺跡(117) や水田下桜町遺跡(98) からは当時の溝が（註6)、 水田上仁良葉
遺跡(141·145) からは井戸が確認されている（註7 )。

近世の初期、 下妻郡の領主は安定しなかったが、 元和 6年(1620) 以降は久留 米藩有馬氏の領地とな
った。 歴史 上中折地の地名が始めて出てくるのもこの頃である。 有馬氏は庄屋・大庄屋の制度を 設け、
各農村の行政にあたらせた。享保 7年(1722)、 中折地村は大田黒氏が大庄屋となり、 下妻郡19ヶ所村支
配の中心として幕末まで栄えた。

明治22年(1889)、 下妻村に編成され、 中折地に村役場が置かれた。初代村長は最後の大庄屋、 大田黒
子之吉である。

（奥村 太郎）

註 中折地内栗遺跡の周辺 、 特に遺跡の南部・ 西部において、 大規模なほ場整備事業が行なわれているにも関わらず遺跡の調査事例は少ない。 こ

れはこの地域の開発が 、 筑後市の埋蔵文化財に関する体制が成立する以前のものであることも関係するであろうが 、 福岡県の遺跡分布調査(1979

年・ 昭和54年刊行）でも 、 この地域には埋蔵文化財は確認されていない状況であった。 この状況は筑後市が近年行なった遺跡分布調査でもほぼ変更
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されない所 だが、 この よ う な状況は この一帯の遺跡が、 地表面 よ り l m を 超 え る深さにあるため 、 地表面の観察のみでは不十分である こ と に起因す

るもので、 今後の開発に よ り 新たに遺跡が発見される可能性が残されている。

常用地区の遺跡からは近年の整理作業の進展に よ って夜臼系の土器が出土 していた事が明らか と なって き ているが、 その所属時期については

慎厘にならざるを 得ないため 、 こ こで は提示 していない。

2 この他にも水田地区の南に位置する常用地区 、 北に位置する古島地区・ 下北島において弥生時代の集落遺跡が確認されている。 常用地区には

常用 日 田行遺跡 （弥生後期 を 中心 と する集落遺跡 、 旧 称常用遺跡 、 90 · 95 · 154) · 梅島遺跡 （弥生後期 を 中心 と する集落遺跡 、 不定形周溝状遺構を
多 く 検出 、 19 · 24 ) · 常 用 長 田遺跡 （弥生時代 全般の集落遺跡 、 93 · 96) 、 古 島に は 古 島榎崎遺跡 ( 1 00 · 1 34 · 136) 、 下 北 島 は 下北 島 榎 崎遺跡
(29) · 下北島久清遺跡 (23) がある。 水田地区は この他に水田上平霊石遺跡第 1 次 • 第 2 次 ( 137 · 143) 、 水田伊勢 ノ 脇遺跡 （弥生後期 、 1 12) がある。

3 この地区には小字名の由来 と なった 「平霊石」 と い う テ ー プル状の石墨片岩の巨石が所在 し 、 「 イ ボ神様」 と して地域住民から信仰の対象 と し

て祭られている。 地元郷土史会の記録に よ る と 、 この巨 石 を 移動 した際 、 この下から甕棺が発見され、 中 から人骨お よ ぴ陰陽石 を 4 個 出 土 した と の
記録がある。 この陰陽石 は現在 、 平霊石の下に埋納 されている。 ま た 、 巨 石の一部が江戸時代に中折地八幡宮の境内に運ばれた と い う 記述があ り 、

この中で支石墓がこの他にも数基存在 したので は ないか と 指摘されている。 筑後市教育委員 会の調査は ほ場整備事業に伴 う 形で行なわれ、 以前平霊

石が所在 した と 思われる場所から甕棺 を確認 し ている （水田 上平霊石遺跡第 3 次 、 149) 。 字平霊石の北側に位置する字居流には弥生時代の集落跡お

よ び甕棺群が所在 した と い う 記録もみられる。 地元の 人 々 からの話に よ る と これに隣接する筑後中学校 （字上居流、 留 主 ） の建築工事の際 、 多 く の

甕棺が発見されたが未調査の ま ま 取 り 壊された と の こ と であ り 、 中学校敷地内の水田 山伏遺跡第 1 次調査 (31) では 、 半壊 した甕棺が発見 されてい
る。 平霊石の南側 、 常用 日 田行遺跡 、 常 用 長 田遺跡においてもい く つ かの甕棺が確認されている。

4 現在 この地域の条理復元については再考する動 き もあ り 、 明確に復元されている と は言 え ない。

5 郡街が所在 した と 考 え られている根拠 と しては 、 こ こが下妻郡の遺称地であ り 、 小字名 「群女」 「蔵屋敷」 「中道」 の微高地 を その所在地 と し

ている。 ただ し 、 これも案のひ と つであ り 、 郡術の所在地を筑後市中部に比定する案も唱えられている。

6 この他に水田伊勢 ノ 脇遺跡でも同時期の溝 を確認 している。 調査担当者は これらを水田荘の土地区画に伴 う ものではないか と 推論 している。

7 水田上仁良葉遺跡第 1 次調査検出の井戸 は 時期 を 特定 し う る遺物の 出 土 を 伴っておらず、 調査担当 者の埋土観察に よ る推察である。
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第 3 章 調査成果

1 基本層序

本調査区は調査前は 北側は標高4 .7mの水田、 南側は標高5 .0mの住宅地であったが、 調査に 入る 数年前
から建築廃材な どを含む 残 土置 き場 と して利用 されていた。 この残 土は標高5 .5m近くまで積み 上 げられ
ていた。調査区北側では 残 土の 層が地 表から0.8mほ ど堆積し、 標高4.5mほ どで 褐色の土壌に変化した。
この層を O .lmほ ど掘り下げた所で遺構面 となった。 遺構面は標高約4 .5mである。南側は旧地 表面 と 思わ
れる標高5 .3m前後までは残 土が堆積していたが、 この下からは 盛 り土 と 思われる 砂礫層に変化する。 こ
の砂礫層は0.5mほ ど堆積し、 北側 と 同 じく 褐色土に変化、 その下0.lmほ どで遺構面 となった。南側の遺
構面の高さは標 嵩4 .7mである。 遺構面は 筑後市の南西部に広く分布する海性の 青灰色粘土（ シ ルト）で
ある。

調査 区内の境界部分には コ ンクリ ート ブ ロ ックにより 境界が設けられていたが、 遺構面をわ ずかに 傷
める程 度に掘り込まれていた。またこの境界部分において 段差等は確認で き ず 、 遺構面は南から北へ 緩
やかに低くなるものであった。

2 検出遺構

本調査では 柵列 2 条、 掘立柱建物 4 棟、 溝状遺構10条、 井戸 1 基、 大 型土 城 2 基、 不明 遺構l 基、 ピ
ッ ト多 数を 検出した。

柵列

S A O 8 0 (Fig. 5) 

D 8 �13 グリ ットから南 北方向に 6 間分を 検出した。 全長約13.4 m。 それぞれの柱穴間の距離は P
l - P 2 間約2.5 5m、 P 2 - P 3 間約2.0m、 P 3 - P 4 間約2 .6m、 P 4 - P 5 間約2.4 5m、 P 5 - P 6
間約1.5 5m、 P 6 - P 7間約2.0m、 主 軸の傾きは N -2 ° - Eを測る。 P 3 · 4 · 6 · 7は 段を有する。

この遺構からは P 1 (S 007) · P  4 (S Oll) より土 師器片、 P 6 (S 018) より焼粘土塊 と 土 師器片
を 出土しているが、 図化しうる 物ではない。

S A O 9 0 (Fig. 5) 

D 4 � 7 グリ ッ トから南 北方向に 4 間分を 検出した。全長約8.2m。 それぞれの柱穴間の距離は P l ­
p 2 間約2.4 m、 P 2 - P 3 間約2.0m、 P 3 - P 4 間約2.05m( P  3 - P 4 '間約1.9 5m )、 P 4 - P 5 間

約1.9m( P  4 ' - P 5 間約2.05m )、 主軸の傾きは N - 3 ° - Eを測る。 P l · 3 (· 4 ' ) は 段を有する。
この遺構からは P 4 (S 04 2 ) より 焼粘土 塊、 P 5 (S 04 1 ) より土 師器片を 出土しているが、 図化し

うる 物ではない。

掘立柱建物

S B O 7 0 ( Fig.  6) 

D 15 -16 グリ ットから西辺 と南辺の 一部を 検出した。南 北 棟 と 思われる 建物である。調査時には 柵列
と したが、 東西軸l間 十 a X南 北 軸 3 間の掘立柱建物の 可能性も出て きたので、 ここに報告する。西辺

は 全長約4 .4m 、 南辺約2.2m + a 。 それぞれの柱穴間の距離は P l - P 2 間約1.6m、 P 2 - P 3 間約1.6
m、 P 3 - P 4 間約1.0m、 P 4 - P 5 間約2.2m。主軸の 傾 きは N -0 ゜ 30 ' - E。 床面積は約10.4 面 + a
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（約3 . 1 坪 + a ) を 測る。 p 2 は段を有
する。埋土はい ずれも 単 一の 灰 茶色
粘 質土で、 柱痕は認められなかった。

この遺構からは P l (S 0 12) より
土 師器片、 P 4 (S 004 ) より黒耀石
片 と 木杭、 P 5 (S 003 ) からは土 師
器片がが 出土したが、 い ずれも図化
しうるものではない。

忠

S B O 7 5 (Fig. 6) 

Cl7�Dl9 グリ ッ トから西辺 と 南
辺の 一部を 検出した、 南 北 棟で あろ
う と 思われる 建物で ある。 調査時点
では 柵列の 可 能性が ある と し て調査
したが、 その後東西 軸l 間 十 a X南
北 軸 2間の掘 立柱建物 と なる 可 能 性
も 出 て きたので、 ここに 報告する 。
西辺は 全長約4.lm、 南辺約2.lm + a 。
それぞれの柱穴間の距離は P l - P
2 間約 2 .0m、 P 2 - P 3 間約 2.lm、
P 3 - P 4 間 2.0m 。 主 軸の 傾 きは
N - 2 ゜3 0 ' - E。 床面積は約 7. 0 m丑
a (約 2. 1 坪 十 a ) を 測る。 p 1 、 P
4 は 段を 有する。埋土はい ずれも 単
ーの 灰 茶色 粘 質土で、 柱痕は 認めら
れなかった。

この遺構からの出土遺物はない。

S B O 8 5 ( Fig. 7) 

C 1 2�D13 グリ ットから 検出 され
た、 東西軸l間 x 南 北 軸 3 間の南 北
棟の 掘 立柱建物で ある。東辺には柱
穴が コ ー ナ 一部分しか 見られないた
め、 調査時には 建物 と し て 認 識して
いなかった。東辺は 全長約4 .5m、 西
辺は 全長約4.3m、 南辺は 全長約3.0m、
北辺は 全長約3.0m。 それぞれの柱穴
間の距離は P 1 - P  2 間約 1.8m、 P
2 - P 3 間約 1.2m、 P 3 - P 4 m約
1.4m、 P 5 - P 6 間約4.5m、 P l ­
p 5 間約3 .0m、 P 4 - P 6 間約3 .0m。
主軸の 傾 きは N - 2 ° - E。 床面積は
約 13 .6面（約4. 1 坪） を 測る。 p 1 
2 · 6 にはす ぐ脇に 別の柱穴が見られるが、 支柱の 痕跡か立て 替えの際の 痕跡かは判然 としない。また、

S A080 と 切り 合い関係に あるが、 出土遺物、 主軸方向などからは前後関係を確認する事は出 来なかった。
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この遺構からの出土遺物はない。

S B O 9 5 ( Fig. 8) 

虚....

山o·s
P6 

--, 

P4 

lm 

5.0m 

［ニ
4.0m 

D 9 � E 10 グ リ ッ トから検出 された、 1 間 X l間の掘立柱建物である。 調査時には 建物として認識し
ておらず、 図面 整理の際に確認された。 それぞれの柱穴間の距離は P l - P 2 間（西辺）約2.4m、 P 3
- P 4 間（東辺）約 2.5m、 P l - P 3 間（ 北辺）約 2.6m、 P 2 - P 4 間（南辺）約 2.6m。 主軸の 傾 き
は N - 1 ゜3 0' - E。 床面積は約6.3 面（約1.9坪） を測る。 P 1 · 2 は段 を有する。

この遺構からは P 2 (S 03 1) よ り 木杭(Fig. 27- 1 ) が出土している。
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S B 1 0 0 (Fig. 9、 P 1. 2 - 2 )  
B 4 � C s グリ ットか ら 検出 された遺構である。当初は 1 間 X l 間の建物として調奇したが、東西軸

l 間 X南 北 軸 2 間の南 北 棟の建物になる 可能性を 残す。この場 合、 北東 コ ー ナ 一部分は調査区外へ 伸び
る。 1 間 X 2 間とした場 合の法 量は、東辺約3 .5 + am、西辺約3.9m、南辺約3 .0m、 北辺約2.5 + am。
それぞれの柱穴間の距離は P l - P 2 間約1.9m、 P 2 - P 3 間約1.6m、 P 4 - P 5 間約1.6m、 P 2 -
P 4 間約2.8m、 P 3 - P 5 間約2.5m。 主 軸の 傾 きは N - 0 ゜3 0 ' - E。 床面積は約8.5 面 + a (約2.6坪 ＋
a ) を測る。 P 3 は段を 有する。また、 P 2 · 4 · 5 は 複雑な 掘形を 有するが、柱の抜 き 取りもしくは
立て 替 えに伴うものかは 不明 である。 P l � 4 において土層観 察を行なったが、柱根 らし き 痕跡を明確
に確認する事は出 来なかった。

この遺構か らは p 1 より土師器片を 出土しているが、図化しうる 物ではない。

S B 1 0 5  (Fig. 1 0 • 1 1 、 P 1. 3 - 1 ) 
B l �D 4 グリ ットか ら 検出 された、東西軸 l 間 x南 北 軸 3 間の南 北 棟の掘立柱建物である。東辺は

全長約6.2m、西辺は全長約6.2m、南辺は 全長約3.9m、 北辺は全長約3.6m。それぞれの柱穴間の距離は
P l - P 2 間約2.5m、 P 2 - P 3 間約1.7m、 P 3 - P 4 間約2.lm、 P 5 - P 6 間約1.9m、 P 6 - P 7

間約2.2m、 P 7 - P 8 間約2.2m、 P l - P S間約3 .6m (= 北辺 ）、· P 2 - P 6間約3 .9m、 P 3 - P 7 間
約3 .9m、 P 4 - P 8 間約3.9m (=南辺 ）。主軸の 傾 きは N - 0 ゜3 0 ' - W。 床面積は約23.8面（約7.2 坪）
を測る。 P 1 · 3 · 4 · 5 · 8 は段を 有する。 p 2 を除く 全ての柱穴で土層観 察を行なったが、柱根 ら
し き痕跡を明確に確認する事は出 来なかった。

この遺構か らは P 1 (S 03 9 ) より土 師器土 鍋(Fig. 27 - 3 )、土師器片・ 瓦 質土器茶釜( 2 )、 p 3 
(S 024 ) より土 師器片 ・ 瓦 質土器片、 P 4 (S 03 4 ) より土 師器片、 P 5 (S 03 8 ) より土 師器片、 p 7 
(S 03 6) より土 師器片を 出土しているが、 p 1 出土 品以 外は図化しうる 物ではない。
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a - a ' 軸土層

l i炎灰茶色粘質土
2 i炎灰茶色粘質土 （地山土混入）

b - b .  軸土層

1 i炎灰茶色粘質土
（黒色粒子少嘉混入）

2 i炎灰茶色粘質土
( 1 層 よ り 粘性強）

3 暗灰青色粘質土
（黒色粒子少量混入）

4 i炎灰緑色土 （地山）

C - C ' 軸土層

l 暗灰茶色粘質土
2 暗灰茶色粘質土

( l 層 よ り 硬 、 地山混入）
3 暗灰茶色粘質土 ( 2 層 よ り 暗）
4 淡灰緑色土 （地山）

Fig. 9 S B 1 0 0 ( S  = 1 / 40) 
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4.0m 

d - d .  軸土層

1 i炎灰茶色粘質土
2 淡灰茶色粘質土 （黄色土混入）
3 淡灰茶色粘質土 （灰色味強）
4 暗灰茶色粘質土
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Fig. 10 S B 1 0 5 (S = 1 / 40 ) 

S B 1 1 0 (Fig. 1 2 • 1 3 、 P 1 . 3 - 2) 
D 2 � E 5 グリ ッ トから検出 された、 東西軸l間 X南 北 軸 2 間の南 北 棟の掘立柱建物で ある 。 東辺は

全長4.lm、 西辺は 全長約4 .2m、 南辺は 全長約 2.lm、 北辺は 全長約 2.lm 。 それぞれの柱穴間の距離は P
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4.8m 

三
・

a - a ' 軸土層

1 黒灰色粘土

4.8m 

� 

e - e ' 軸土層

l i炎灰茶色粘質土
（黄色粒子含む）

2 i炎灰茶色粘質土
（黒色粒子含む）

3 暗灰黄色土 （地山）

f f' 

\図＝＝

f - f .  軸土層

1 暗灰茶色粘質土
2 淡灰黄色土 （ 地 山 ）

三

C - C ' 軸土層

l 灰色粘土
2 灰色粘土 （地山 B 混入 多 ）
3 青灰色粘土 （ 地 山 ）

I g g ＝ 
g - g ' 軸土層

1 暗灰茶色粘質土
2 暗灰茶色粘質土

( 1 層 よ り 暗 、 締 ま り よ い ）
3 淡灰黄色土 （ 地 山 ）

Fig. 1 1  S B 1 0 5 柱穴土層断面(S = 1 /40) 

二

d - d ' 軸土層

l 暗灰茶色粘質土
2 暗灰茶色粘質土

4.8m 

( l 層 よ り 粘性強 く 、 締 ま
り な し ）

3 淡灰黄色土 （ 地 山 ）
4 暗灰茶色粘質土

( l 層 よ り 暗 く 、 よ く 締 ま
る ）

l 
4.8m 

� 
Im 

h - h ' 軸土層

1 暗灰茶色粘質土
（黒色粒子少藷含 む ）

2 暗灰茶色粘質土
（黄色粒子含む）

1 - P 2 間約2.2m、 P 2 - P 3 間約2.0m、 P 4 - P 5 間約2.lm、 P 5 - P 6 間約2.0m、 P l - P 4 間
（ ＝ 北辺）約2 .lm、 P 2 - P 5 間約2.lm、 P 3 - P 6 間（ ＝南辺）約2.lm。主軸の傾きは N - 1 ° - E。

床面積は約9.0 m2(約2.7坪）を測る。 全ての柱穴が段を有し、 P 3 は ひ と つの柱穴に 2 つの柱痕跡 と 思わ
れる 小 ピ ットを有する。この 小 ピ ット の法量はほ ぼ等しいため、建物を 復元した際に 違和感のない西側
のものを 主柱穴 と した。ここでは 全ての柱穴において土層観 察を行なった 結果、 P 2 を除 く 全ての柱穴
において柱痕跡を確認した。その 結果、 P 1 · 3 · 4 · 5 は柱の除去 後、 人 為的に埋め戻されており、
立て 替えは行なわれていない と 判断される。

この遺構からは、 P 4 (S 044) より焼粘土塊、 P 5 (S 043) より土 師器片、 P 6 (S 0 19) より焼粘
土 塊(Fig . 27- 4 ) と 土 師器片を 出土したが、 p 6 の焼粘土塊以外は 図化し う る 物ではなかった。

S B 1 1 5 (Fig. 1 4、 P l. 4 - 1 )
E 3 � F 4 グリ ットから検出 された、東西l間 X南 北 2 間の南 北 棟の掘立柱建物である。東辺の中央

部には、西辺中央部の p 2 とほ ぼ同 じ大き さの 円形のシ ミ が確認されており、ここに 簡易的な柱を 設け
ていた 可能性がある。この シ ミ 部分は数 cm掘り下げる と地 山土 と なった 為、遺構 として図化してはいな
い。東辺の全長約3 .6m、西辺の 全長約3 .9m、南辺の全長約2.9m、 北辺の全長約2.9m。それぞれの柱穴
間の距離は P l - P 2 間約2.0m、 P 2 - P 3 間約 1.9m、 P 4 - P 5 間（ ＝東辺）約3 .6m、 P l - P 4
間（ ＝ 北辺）約2 .9m、 P 3 - P 5 間（ ＝南辺）約2.9m。 主軸の傾きは N - 0 ゜3 0 ' - E。 床面積は約10.7
面（約3.2 坪）を測る。 全ての柱穴に段を有する。ここでは西辺の P l � 3 において土層観 察を行なった
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Fig. 12 S B  1 1 0 (S = 1 / 40) 

が、 十分に掘り下げ ていなかった 為、 立て 替えや柱材 の 抜 き 取り 痕などは確認で きなかった 。
この遺構からは P 1 (S 047 ) より 瓦 質土器片を 出土 したが、 図化 しうる 物ではない 。

溝状遺構

S D O O 1 ( Fig. 1 5 、 P I . 4  - 2 、 5 - 1 )  
調査区の 北 端、 D21� J 21にかけて 検出 された東 西方向に 伸び る 溝状の遺構である 。 検出部分の 全長

約18.2m、 上 幅約1.5m + a 、 下幅約0.4�1.2m + a 、 検出 面からの 深さ約0.05 �0.3 5m 。 主軸の 傾 きは
N -86 ° - Wを測る 。 断面形は 箇所 毎に 異なっており 一様ではない 。 西側はS XOlOにより 切られ、 東側
はD21 グリ ッ ト で 完全に調査区外へ と 抜ける 。 また 北 半分は 検出時点から調査区外であり、 その 全景は
見えていない 。 2 ケ所において土層の観察を行ない、 数 回の掘り 直 しが行なわれている事が確認で きた 。
また H 21 グリ ッ ト部分で 円形と 思われる下位遺構(S K064 ) を確認 したが、 調査時の ミ スにより、 遺物
の選別はほと んど出 来ていない 。
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5.0m 

三"'"
b 2 b' 

三
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C - C ' 軸土層

茶灰色粘土 （地山 プ ロ ・ノ ク 多 く 混入 ）
暗灰色粘土 （地山 プロ ソ ク 少 し 混入）
暗灰色粘土 （柱痕）
黒灰色粘土
暗灰色粘土
暗灰色粘土 （地山 プ ロ ッ ク 多絨に混入）
青灰色粘土 （ 地 山 ）

1

2

3

4

5

6

7

 

b - b ' 軸土層

黒灰色粘土 （地山 プ ロ ッ ク 多 く 混入）
青灰色粘土 （地山 プ ロ ッ ク 主体）
黒色粘土 （地山 プ ロ ッ ク 多 く 混入）
青灰色粘土 （ 大粒の地山 プ ロ ッ ク 主体）

1

2

3

4

 

a - a ' 軸土層

暗灰色粘土 （地山土混入）
暗灰色粘土
暗灰色粘土 （柱痕 、 地 山 土混入）
暗灰色粘土 ( 2 層 よ り 暗）
暗灰色粘土 ( 4 層 よ り 暗）
暗灰色粘土 （地山土混入）

1

2

3

4

5

6
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5.0m 

·�j〗戸
4.2m 

Im 

f - f .  軸土層

青灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク を 多汰 に 含 む ）
暗灰色粘土
黒灰色粘土 （柱痕）

1

2

3

 

e - e ' 軸土層

暗灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 多 く 含む ）
黒灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 多量 に 含 む ）
黒灰色粘土 （柱痕）
青灰色粘土 （地山 土主体）

1

2

3

4

 

d - d ' 軸土層

灰色粘土
灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 多 く 含 む ）
灰色粘土 （柱痕）
暗灰色粘土
青灰色粘土 （ 地 山 ）

1

2

3

4

5

 

柱穴土層 断面 (S = 1 /40) 

こ の遺構か ら は弥生後期 の 甕の 口 縁部、 須恵器鉢 ？ 、 土 師器土鍋 • 茶釜 • 小皿 • 土 師器片 、 瓦質土器
茶釜 · 把手 ・ 火鉢 · 瓦 質土器片 、 赤瓦、 陶器片、 焼石が 出 土 し て い る (Fig . 28)。 ま た 、 S K064 か ら も
土鍋や土錘 を 出土 し た が、 こ れ ら は 調査時 に 壁面の 崩 落 に よ っ て 混入 し た 可能性が高 い (Fig. 28)。

S D 0 0 5  (Fig. 1 6 • 1 7 、 P 1 . 5 - 2 - 8 - 1 ) 
J 1�19 グ リ ッ ト に かけて検出 さ れ た 、 南北方向 に 伸 び る 溝状の遺構である 。 南 端 は 調査区外へ伸 び、

途 中 S D 030 · 027 · 025 · 017 と 接続 し な が ら 若干東側 に振れた後、 S X O lO に 向 か い西側 に 弧状 に 走 る 。
北端部 は S X OlOの東南 コ ー ナ 一 部 に 接 し て い る 。 検出部分の全長約55. l m 、 上幅約 1. 1�1.7 m 、 下幅約
0.7� 1.2m 。 検 出 面 か ら の 深 さ 約0.25�0.6 m 。 主 軸 の 傾 き は 直線部分で N - 2 ° - E 、 北端部分で N -

2s
0

-w を 測 る 。 断面形は部分毎 に 一様 で は な い が、 逆台形状の箇所が最 も 多 い 。 検 出 時 点 で は 一本の溝
と し て検 出 さ れ た が、 遺構下部に お い て 北側 は S D 025 と 、 南側 は S D 027 と 一連の遺構 と な り 、 両者の
間は か な り 浅 く な っ て い る 事が判 明 し た 。 埋土 か ら は 、 こ れが水 を 伴 う 遺構であ り 、 掘 り 直 し も 幾度か
行 な わ れ て 、 自 然埋没 し た こ と が窺わ れ る 。

こ の遺構の遺物 は 下位遺構の 関係か ら S D 025 と の接点 に 近 い d - d ' 軸 よ り 北 と 南で と り あ え ず分離
は し て い る が、 分層 面 に拠 っ た 立体的 な 取 り 上げは行 な え て い な い。 出 土 品 に は d - d ' 軸以北 よ り 須恵
器播鉢、 土 師器茶釜 • 皿 • 播鉢 ． 鉢 · 鍋、 土 師器片 、 瓦 質土器茶釜 • 羽 釜 ． 鉢 • 鍋 • 火鉢、 白 磁碗 • 皿 、
青磁碗、 染付、 陶器皿、 陶器片、 焼石、 板材、 挽臼 を (Fig . 29�31)、 d - d ' 軸以南か ら は須恵器播鉢、
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l 青灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 多 い）
2 暗灰色粘土
3 青灰色粘土

（地山 プ ロ ッ ク 多 い 、 崩 落土 ？ ）

Fig. 14 S B 1 1 5 (S = 1 / 40) 
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C - C ' 軸土層

一E 

5.0m 

4.4m 

l 灰色粘土 （地山 プロ ッ ク 少 し 混入）
2 ff灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 主体）

須恵器片 、 土 師器鍋 • 皿 • 茶釜、 土 師器片 、 瓦 質土器茶釜 • 羽 釜 • 火鉢 • 鍋 ． 捏ね鉢 ・ 鉢、 瓦 質土器片 、
白磁皿、 青磁碗、 青磁片 、 染付片 、 焼石、 挽臼 を 出 土 し て い る (Fig . 32 -33)。
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B - B ' 軸土層

暗灰色粘土 （マ ン ガ ン粒 多 い ）
暗灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 多 い 、 地 山 プ ロ ッ ク 含 む ）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 多 い ）
灰色粘土 ( 3 層 よ り 色調 明 ）
灰色粘土 ( 4 層 よ り 色調 明 、 マ ン ガ ン 粒 多 い）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
黄灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 多 い ）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い）
灰色粘土

灰色粘土 （ 地 山 プ ロ ッ ク 多 く 混入）

]

2

3
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A - A ' 軸土層

灰色粘土 ・ 暗灰色粘土混合層
暗灰色粘土
暗灰色粘土 • 黒色粘土混合層
灰色粘土 （ マ ン ガ ン 粒 多 い ）
灰色粘土 （地山土の混入 に 因 り 黄色味 を 帯 び る 、 マ ン ガ ン 粒 多 い ）
黒色粘土 （ マ ン ガ ン 粒多 い ）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
灰色粘土 ( 4 層 よ り マ ン ガ ン 粒少 な め ）
黄色粘土 （地山 プ ロ ッ ク ）
黒灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
黒灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
白灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 • 炭化物 を 含む ）
黒灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い 、 地 山 プ ロ ・ノ ク を 少嚢含む）
暗灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い 、 地 山 プ ロ ッ ク を 少塁含む）
白灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 • 炭化物 を 含 む ）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
灰色粘土 （暗灰色粘土 プ ロ ッ ク • 黒灰色粘土 プ ロ ッ ク を 含む）
オ リ ー プ色粘土 （ マ ン ガ ン 粒 多 い）
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4
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土層 断面 (S = 1 /30) S D  O O 1 Fig. 15 

4.6m 

B ' B 

� 4.0m 

A' 
4.6m 

A 

4.0m 

lm 

B - B ' 軸土層

暗灰茶色粘質土 （酸化鉄含む ）
暗灰茶色粘質土 ( I 層 よ り 締 ま り 緩い 、 酸化鉄含む ）
暗灰黄色粘質土 （酸化鉄多 く 含む 、 炭化物 を 少最含む）
暗灰茶色粘質土 ( I · 2 層 よ り 茶色味が強い 、 酸化鉄含む ）
暗灰茶色粘質土 ( I · 2 層 よ り 色調 暗 、 下部 に 地 山 プ ロ ノ ク 含 む ）

1

2

3

4

5

 

A - A ' 軸土層

暗灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 • 炭化物 多 い ）
明灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒多 い ）
灰色粘土 （ マ ン ガ ン 粒 多 い）
灰色粘土 ・ 地 山 プ ロ ッ ク 混合層

]
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4

5

 

土層 断面 ( 1 ) (S = 1 /30) 
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S D  O O 5 Fig . 16 



D 
4.6m 

二
c· 4.6m 

C 

Im 

D - D ' 軸土層

粁灰色粘上 （ マ ン ガ ン 粒 多 い ）

暗灰色粘上 （炭化粒 少 し 含 む）

暗灰色粘土 （炭化物 を 少 し 含 む 、 小粒の粘土塊 を 多 く 含 む ）

暗灰色粘土 ・ 地山粘上混合層

l

2

3

4

 

C - C ' 軸土層

灰色粘土 （橙色粘土 を 多 く 含む）

灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 多 い 、 橙色粘土 を 少 し 含 む ）

灰色粘土 （ ラ ミ ナ状堆積）

灰色粘土

灰色粘土

灰色粘土 ・ 白 色粘土混合層 （地山土主体）

灰色粘土 ・ 白色粘土混合層 （埋土主体）

青灰色 シ ル ト

l

2

3

4

5

6

7

8

 

E - E ' 軸土層

赤灰色粘土 （ マ ン ガ ン 粒 多 い）

灰色粘上 （マ ン ガ ン 粒少 し 含 む ）

灰色粘土 （ ラ ミ ナ状 、 締 ま り 緩い）

灰色粘土 （地山 プ ロ ッ ク 多 い）

1

2

3

4

 

4.6m 
E

' 
4.6m 

E 

4.0m 4.0m 

土層断面 ( 2 ) (S = 1 /30) SD 0 0 5  Fig. 17 

S D  O 1 7 (Fig. 1 8) 
Hl3 - I 14 グ リ ットから検出 された、東西方向に 伸びてSD005とS K015を 結 ぶ、 溝状の 遺構である。

検出部分の全長約 2.4m、 上場 幅約0.5 -l.7m、下場 幅約O.l-0.2m、 検出面からの深さ約0.2 -0.35m。 主
軸の傾 きは N -87° - Wを測る。 断面形は 逆台形だが、S K015側に向かい 平面、断面共に ラ ッ パ状に広
がっている。用 途的にはSD005より水をS K015へ引き入れる 為の 物と考えられるが、埋土は 灰色粘土
からなる 単 一埋土で、黒色粘土・ 白色粘土 ブ ロ ックの 混入が多く、流水を伴う状 況ではない。

この 遺構からは土師器土鍋、土師器片、 瓦質土器片を 出土している(Fig. 34 - 1 - 3)。

S D 0 2 0  (Fig. 1 9 、 P I .  8 - 2 、 9 - 1 )  
Fl7- Hl7グ リ ットにかけて 検出 された、東西方向に 走る 溝状の遺構である。南側でS K015に 切られ

ているが、 切り 合い状 況は調査中に 遺構の埋土が 崩落した 為 一部 不明確である。全長約6.7m、 上場 幅約
0.8 -0.9 5m、下場 幅約0.35 -0.6m、 検出面からの 深さ約0.15 -0.25m。 主軸はほ ぼ東西方向に測る。 断面
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1 灰色粘土
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3 白 色粘 土 プ ロ ソ ク （地山 崩 落 に よ る も の ）
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Fig . 19 S D O 2 0 ( S  = 1 /60) 

形 は 逆台形状 と な る が、 東側 で は 北 に 、 西 側 で は 南 側 に テ ラ ス状の段 を 有 し て い る 。 こ の段 は埋土観察
の結果、 掘 り 直 し の 際 に 拡張 さ れ た も の と 推察 さ れ る 。 埋土の状況か ら 流水 に 伴 う よ う な 埋土 は 確認で
き ず、 埋没状況 も 不明であ る 。

こ の遺構か ら は 土 師器鍋 • 茶 釜 • 羽 釜 • 火鉢、 土 師器片 、 瓦 質 土器鉢、 瓦器片 、 青磁片 、 染付碗、 焼
粘土塊な どが出 土 し て い る (Fig . 34 - 4�10)。
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(S = 1 /4 0) 

S D O 2 2 ( Fig. 20 、 P 1. 9 - 2) 
K 7� L 7 グリ ットから検出 された、東 西方向に 伸びる 溝状の遺構である。東側はS K021と接して お

り、 西側は調査 区外へ 伸びる。 検出部分の全長約2.6m、上場 幅約 l.O�1.5m、下場 幅約0.1�0.2m、 検出
面からの 深さ約0.5m。 主軸の傾きは N -87゜ 30 ' - wを測る。 断面形は 逆 台形状だが、南面には 角が 付随
している。東側へ向かい 緩やかに傾斜して おり、用 途的にはSD017同様、S K021へ導水する 為の施設
だと考えられるが、埋土からは流水の 痕跡は 言忽められない 。埋土観 察の 結果、 一度の掘り 直しが行なわ
れた も のと考えられる。埋没状況は 自 然埋没と 思われるが明確ではない 。

この遺構からは土 師器片を 出土しているが、図化しうる 物ではない。

S D  O 2 2 Fig. 20 

S D O 2 5 群 ( Fig. 21 、 P I . 1  O) 
C 7� J 8 グリ ットから検出 された、東 西方向に 伸びる 溝の 一群で、SD02 5�028がこれに当たる。

西側ではそれぞれ分離した溝となっているが、東部分で分離で きない 状態となっているのでここでは ひ
とつの グ ル ー プとして 報告する。 検出 時に確認したSD02 9は後にSD02 7と 同 ーであるこ とが確認され
た 為、SD02 7に統 合した。

S D02 5は C 7� J 8 グリ ット 、 迫構群の 北に位置して おり、検出 時点では最 も明確だった遺構である。
西側はSD005に切られているが、遺構下部ではSD005北側 と 同 一の 溝であるこ とが確認された。東側
は調査 区外へと伸びている。 検出部分の全長約13.7m、 上場 幅約0.7m、下場 幅約0.1�0.3m、 検出面から
の 深さ約0.3�0.4 m。主軸の傾きは N-84 ° - Wを測る。 断面形はほ ぽ逆台形となる。この溝は最低 3 回
程 掘り 直しが行なわれて おり、 2 回目の際の埋土には 滞水の 痕跡が認められる。

この 造構からの 出土遺物には 須恵器甕 • 播鉢、土 師器鍋 • 茶釜 ． 鉢、土 師器片、 瓦質土器捏 ね 鉢 • 茶
釜 • 羽 釜 ． 鉢 • 鍋、 瓦器片、 青磁碗・ 壷、 青磁片、磁器片、 陶器碗、 砥石、 挽 臼、 焼石などがある
(Fig. 35·36)。

S D026は H 7� J 7 グリ ットから検出 された。 S D02 5とSD02 7に挟まれ、東側のSD028と 同 一の
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7 灰 色 シ ル ト （ ラ ミ ナ状。 S D025 II 期埋土）
8 黄灰色粘土 ( S D028 II 期埋土）
9 灰色粘土 ( S D025 I 期埋土）
10 暗灰色粘土 ( S D025 I 期埋土）
11  暗灰色粘土 ( 10層 よ り 色調暗 、 S D025 I 期埋土）

暗灰色粘土 （地山粘土 プ ロ ノ ク 多 く 含む。 S D027埋土）
黄灰色粘土 ・ 暗灰色粘土混合層 ( S D027か ？ ）
灰色粘土 （下部 ラ ミ ナ状。 S D028 ill 期埋土）
灰色 シ ル ト ( S D028 皿 期埋土）
暗灰色粘土 ( S D025 皿 期埋土）
黄灰色粘土 ( ill 期地山 ？ ）

l

2

3

4

5
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暗灰色粘土 （酸化鉄粒少屈含む）
案灰色粘土

（ ］ 層 よ り 色調暗 、 地山滉入）
淡灰緑色土

（酸化鉄含む 、 地 山 ）

1

2

3

 

(S = 1 /40) 

4.8m 

A口�·
SD 0 2 5 群

SD035 

Fig. 2 1  

暗灰色粘土 （マ ン ガ ン 粒 多 い ）
暗灰色粘土 ( 1 層 よ り 色調暗）
暗灰色粘土 （地山 B 混入）

1

2

3

 

SD030 4.8m 

" '〗�'

S D O 3 0 · 0 3 5土層断面(S = 1 /40) 

遺構とも考えられる。 検出部分の全長約2.5m 上場 幅約0.2�0.3 5m、下場 幅約0.1�0.25m、 検出面からの
深さ約0.05m。 主軸の傾きは N -84 ° - Wを測る。 断面形は 浅い 皿状となる。 遺構の残 存状態が 極めて 悪
く 、埋土観 察には至っていない。

この遺構からは土師器片を 出土しているが、図化し う る 物ではなか った。
S D027 はC 7 � J  7 グ リ ットから検出 された。 遺構群の中では最も南側に位置する遺構で ある。 検出

当初は 試掘ト レ ン チが遺構を分断していた 為、東側をSD029、西側をSD027としたが、ト レ ン チ下部
で 両者が 同 一遺構で ある事が判 明したので以後SD027に 統一された。 西側はSD005に切られているが、
遺構下部ではSD005南側と 同 一の溝となる。 東側はSD025と 異なり、 C 7 グ リ ット で 切れている。 検
出部分での 全長約 13 .3m、 上場 幅約0.4�0.7 5m、下場 幅約0. 1�0.4m、 検出面からの 深さ約0.1�0.25m。
主軸の傾きは N -85° - Wを測る。 断面形は方形、もし く は 逆台形状となる。 埋土観 察の 結果、 1 層と 2
層の関係を 明 瞭に出 来ず、 掘り 直しの有無は 判断で きない。

この遺構からは土師器土鍋、土師器片、 瓦質土器片、黒耀石などを 出土している(Fig.3 7 - 4 � 6 )。
S D028はD 7 � H 7 グ リ ットから検出 された。 SD025とSD027の間に挟まれ、前 述のよ う にSD

026と 同 一遺構とも考えられる。 検出時点ではでは遺構部分は 明 瞭で あったが、 完掘状 況では 不明 瞭とな
り、形状は 判 然としない。 検出時点での全長約8.0m、 上場 幅約0.4m、下場 幅約0.3m、 検出面からの 深
さ約O. lm。 主軸の傾きは N -87 ゜3 0 ' - wを測る。 断面形は 不定形で ある。 この遺構も 数 回の掘り 直しが
認められるが、最初に形成されたのはSD025の 1 ないし 2 回目の掘り 直しの際で ある。

この遺構からは土師器土鍋• 皿、土師器片、 瓦質土器片、 陶器碗を 出土している。 陶器碗はSD025出
土の 物と 同 一個体で ある 可能性が高い(Fig. 3 7  - 1 � 3 )。
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4.8m 

灰色粘土 （炭化物少 し 含 む ）
灰色粘土 （大粒の礫 を 多 く 含 む ）
黄灰色粘土 （地山土主体）
暗灰色粘土 ( 2 層 と 同 じ 大 き さ の裸 を 含む）
暗灰色粘土 （地山土 を 多位 に 含 む ）
暗灰色粘土
守灰色粘土 （地山土 を 多祉 に 含 む ）
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S D O 3 0 ( Fig. 22) 
G 2 - J 2 グ リ ットから検出 された東西方向に 伸 びる 細長い

溝で、西側はSD005に 切られる 。 全長約6 .7m、 上場 幅約 0.25
- 0.3m、下場 幅約 0.15 - 0.2m 、 検出 面からの 深さ約0.3- 0.35

m 。 主 軸の 傾 きは N -86 ° - W を測る 。 断面形は長方形に近い
逆台形となる 。 埋土からは 滞水などの 痕跡は 認められない 。 区
画の みの溝か 。

この遺構からは土師器鍋 • 火鉢、焼粘土塊、土 師器片など を
出土している (Fig . 37 - 7 - 9 ) 。

S D O 3 5 ( Fig. 22 、 P l . 1 1 - 1 )
Dl - G 2 グ リ ットから検出 された、東西方 向に 伸 びる 溝で

ある 。 中央付近でS E 040に 切られ、その西側で カ ギ状に 北に
折れている 。 西側の延長には 軸 を 同 じう し て SD030があり、
両者の間になんらかの共 通した意図 を 感 じられる 。 SD030と
S D035の間は約 0.5mである 。 全長約 7.5m、 上場 幅約0.3 - 0.5
m、下場 幅約 0.2 - 0.3m 、 検出 面からの 深さ約0.1 5 - 0.3m 。 主
軸の 傾 きは N -87° - W を測る 。 断面形は長方形に近い 逆 台形
状となる 。 埋土観 察における 滞水などの有無は不明 である 。 S
D030と 同様、 区画の 為の溝か 。

この遺構からは 須 恵器鉢、土 師器皿・ 杯 • 鍋、土師器片、 瓦
質土器鉢、 軽石、 焼石 を出土している (Fig . 38) 。

井戸
(S = 1 /4 0) 

S E O 4 0 ( Fig. 23、 P l . 1 1 - 2 、 1 2- 1 )  
F l - 2 グ リ ッ トから検出 された遺構である 。 検出時点での形状は 円形で、南側のSD035 を 切ってい

る 。 直径約1.0 -1.1m 。 検出 面より約l.Omまで 掘り下げたが 湧水もあり、これ以 上 は 危険と 判断した 。
その 為、断面形 や下場の情況は 不明 である 。 人為的に埋没しており、 検出面から約0.4mほど掘り下げた
所には 円礫の投げ 込 みが集中して見られた 。

この遺構からは 須恵器鍋、土 師器皿・ 杯 • 鍋、土 師器片、 瓦質土器羽釜 • 釜、 瓦器片、 青磁碗、 焼石、
焼粘土塊が出土している (Fig. 39) 。

大型土墳

S E O  4 0 Fig. 23 

S K O 1 5 (F ig. 24 、 P I . 1 2 - 2 - 1 4- 1 )  
Gl3 - Hl7グ リ ットから検出 された大 型の土城である 。 北側でSD020 を 切り、南側でS X016 · SD 

017に接している 。 平面形は長 楕 円形と思われるが、SD020との切り 合い関係は 一部不明 のままである 。
長軸約12.0m、 短軸約l.5- 2.5m、 検出 面からの 深さ約0.5 - 0.9m 。 主軸の傾きは N -10° - E を測る 。 断
面形は 逆台形状となる 。 埋土観 察 から、この遺構は 自 然埋 没 をしたものと考えられ、 2 回ほど 掘り 直し
が行なわれたと 思われる 。

第

1 段 階の埋土 ( 8 · 9 層） より 植物遺体 を、

第

2 . 

第

3 段階の埋土に ラ ミ
ナ状堆積 を確認した 。 このことから、この土城は 貯水を目的とした施設 と考えられる 。

この遺構からは 須恵器播鉢、 須恵器片、土 師器皿 • 播鉢 • 火鉢 • 鍋 • 羽 釜、土 師器片、 瓦質土器甕 ．

鉢 • 播鉢 • 茶釜 • 鍋、 瓦器片、 青磁碗 • 壷 • 皿、 青磁片、 白磁碗、 染付皿、 陶器甕、 砥石、 挽臼、焼石、
板材 など を 出土した 。 染付皿は

第

3 段階の埋土より出土している (Fig . 40-45) 。
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灰色粘土層 （ ラ ミ ナ状だが砂の粒子は粗い）
黒灰色粘土層 （黒色 、 白 色粘土プロ ッ ク の混合層 ）
暗灰色粘土層 （ マ ン ガ ン 粒、 植物痕多い）
暗灰色粘土層 ( 8 層 よ り 色調暗 、 植物痕 は 8 層 よ り 少 な い）
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（大粒の地山 プ ロ ッ ク 、 灰色粘土 プ ロ ッ ク を 少 し 含 む ）
黒色粘土層 （地山プロ ソ ク を わず か に 含 む ）
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Fig. 26 S X O 1 0 (S = 1 / 40) 

S K015の南側に、 舌状に伸びるS X016は 深さ0.05�0.15m と残り が悪く、S K015との関係を明確に
はで きなかった。 出土遺物には土師器鍋、土師器片がある(Fig. 4 7)。

S K O 2 1 (Fig. 25 、 P l. 1 4 - 2)
K 6 � 7 グリ ットから検出 された、平面 卵 型の土 城である。西側にSD022 が接している。 長軸約3.0

m、 短軸約1.6m、 検出面からの 深さ約0.6m。 主軸の 傾 きは N -10 ° - Eを測る。 北側部分はなだらかに
南側へ落ち る テ ラ ス状となり、南側の主体部は 隅丸長方形である。 断面形は 逆台形状となる。埋土観 察
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から 自 然埋没で遺構の掘り 直しは 認められない。また、SD022 との下場部 分の高低 差がO. lmしかない
ためか、 滞水痕跡は 認められない。

この遺構からは土師器片を 出土したが、図化しうるものではなかった。

不明土壊

S X O 1 0 (Fig. 26 、 P I . 1 5- 1 6) 
調査区の 北西 角、 Kl9� L 2 1 グリ ットから確認された溜め池 状の遺構である。調査開始時点で大 型の

溝状遺構と 判断し、調査区壁面での土層確認を予定していたため、埋没状況を確認をで きない 状態にし
てしまった。今調査では東南 角を中心に 検出している。東 北部 分でSDO Olと、南東 角でSD005と接し
ているが、 北 壁面を 見る と 北西部 分に 一本、東 北部 分にはもう 一本北側に 伸びる 溝が接していた様であ
る。 検出部 分での長軸5.4 + am、 短軸4.0 + am、 検出面からの 深さ約l.Om。 主軸の傾きは N -10° - E 
を測る。 断面形はレ ン ズ状になり、東側を中心に テ ラ スを有している。 北側は 階段状となり、土留めの
ためと思われる 杭の 痕跡が認められた。

この遺構からは 須恵器杯 • 播鉢、土 師器皿 ・ 杯 ・ 鉢 • 鍋、土 師器片、 瓦 質土器鍋 • 羽 釜 • 火鉢、 瓦器
片、 白磁片、 青磁片、 陶器播鉢、木 材 （ 杭、 板など）、 植物種子（ 桃 ？）、 獣骨（ろっ骨、 四 肢骨）を 出

$8095 

/-- ,,  
I ,--
1, 

L 

j)� 
' I , '  3 

10cm 

□4 

Fig. 2 7 掘立柱建物 柱穴出土遺物(S = l / 3 )
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土している(Fig.46)。

3 出土遺物

出土遺物の焼き物に関しては弥生土器、 須恵器、土 師器、 瓦器、 陶器、磁器がある。 「土師質」 と「瓦
質」土器に関しては、 燻され灰色化したものは 「瓦器」、 赤橙色のものは 「土 師器」 としている。

S B O 9 5 出土遺物(Fig. 27) 
l は木 杭である。 先端部は 風化が 激し く 加工痕跡は見えないが、胴部の面 取 痕と 上 面の加工痕の 残り

は良い。柱を支える 為の 添木か。

S B  1 0 5 出土遺物(Fig. 27 、 P I . 1 7 - 1 )  
2 は 瓦質土器の 茶釜である。 羽部より下は 厚 く 煤が付着する。 3 は土師鍋の口縁部 細片である。

S B 1 1 0 出土遺物(Fig. 27) 
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Fig. 28 S D O O 1 · S K O 6 4 出土遺物(S = l / 3)
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4 は 焼粘土塊である。元 来は 円形を していたかは不明 。 胎土は 密でなく、 比較的 軽い。

S D  O O 1 出土遺物(Fig. 28 、 P l . 1 7- 2 )
l は弥生土器の 甕の口縁部 細 片 である。弥生中期後半。
2 は 須恵器の 鉢の底部 細片 である。
3 は土師器の 皿の破片 である。 底部は 回転糸切が見られる。
4 �10は土師器の 鍋の口 縁部 細 片 である。い ずれも口縁部を 玉縁状に 仕上げる。

11は土師器の 鍋の「耳鍋」 細 片 である。 鍔は体部 外面に 付くが、 大部分を 欠落する。 穿孔も ー ケ 所の
み 残 存 している。

12は土師器の 茶釜の口縁部 細 片 である。
13は 瓦 質土器の 茶釜の 胴部 細片 である。 鍔より下部に ば煤が付着する。
14は 素焼きの赤瓦の 破片 である。 桶巻きの技法 で作られ、 外面に切り込みを 入れた後分割、 切断部分

に 軽く ナ デを施 している。 上面、下面 とも工具 ナ デ。 色調は 赤橙色。 胎土は 精良。在地の水田焼。近世
以降の所 産。

15は 瓦 質の不明土製 品 である。 片面に「X」 状の 沈線を施す。 フ ライ パ ン 状の 焙烙の把手か ？
16は 瓦 質土器の 火鉢の 胴部 破片 である。

S K O 6 4 出土遺物(Fig. 28) 
S K 0 6 4 はSD O O 1 の下位遺構と考 えられる。 出土遺物は 壁面 崩落土を除去 する際に出土 してい

る。 崩落土は調査区壁面、SD O O 1 、S K 0 6 4 の埋土のい ずれかになるため、遺構の 性格を 示す 可
能性は低い。SD O O 1 との関 連性が捨てられない 為、SD O O 1 出土遺物と 一緒に掲載 した。

17は土師器の 鍋の口縁部 細 片 である。口縁部を 玉縁状に仕上げる。
18は土錘である。

S D 0 0 5 D 軸以北出土遺物(Fig. 29-3 1 、 P I . 1 8- 1 9) 
SD O O 5 出土遺物は、遺構部分で報告 した通り、旧 来は 北 と南 で 別々に方形 区画を形成 していたと

思 われる。このため、北側 区画の西南 コ ー ナ 一部に近い土層D軸より北と南 で遺物を分けて 報告する。
1 � 3 は 須恵器の播鉢の口縁部 である。 1 · 3 が若干外反気味なのに対 し、 2 は 直線的。
4 · 5 は土師器の 小 皿 である。 5 には口縁部内側に 薄く 湘煙の 痕跡が残る。
6 �15は土師器の 鍋 である。 7は 薄 手 で 瓦 質にも感 じられる。 6 · 7は 素口縁 で時期は 新 しい。 8 �

15はい ずれも口縁部を 玉縁状に 仕上げる。
16は土師器の 茶釜の口縁部 である。
21は土師器の 播鉢の口縁部 である。 口 縁部の 一部が 片口状に外反 し 始めている。 22は土師器の 播鉢の

胴部 破片 である。
17は 瓦質土器の鍋の口縁部 細 片 である。 素口縁で体部が 薄くなることから、 焙烙となる 可能性もある。

18も瓦質土器の 鍋の口縁部 細 片 で、 玉縁状となる。
19は 瓦 質土器の耳鍋の口 縁部細片 である。 鍔は 上方へ 強く屈 曲する。
20は 瓦 質土器の播鉢である。口 縁部は 肉厚で玉縁状となる。
23· 24は 瓦 質土器の 火鉢の口 縁部 細 片 である。 23は 2 本の断面 三 角形の 貼り 付け 突帯の間に 菊花文の

ス タ ン プを施す。 24は 肥厚 した口 縁端部 と断面 三 角形の 貼り 付け 突帯との間に ス タ ン プを施すが、 摩滅
が激 しい。 菊花文か。

25は 瓦 質土器の 浅鉢も しくは 火鉢である。
26� 30は 瓦 質土器の 茶釜である。 26は 肩部のくびれ部に断面 三 角形の 突帯を有 し、その下に 半裁竹管

文を施す。 27は 肩部のくびれ部に花菱文、その下方に 菊花文の ス タ ン プを施す。 28は 肩部のくびれ部に
三条の 沈線を施 しその下に U字状の草文を施す。
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Fig. 29 S D O O 5 D 軸以北 出 土 遺物 ( 1 ) ( S = l / 3 )  
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D軸以北出土遺物(3 ) (S = l / 3 ) 

3 1は 青磁碗の 底部 である。 外面は 幅の狭い 蓮弁文か。内面見込には 輪花状の 区画の中に花文を施して
いる。 焼成は 悪く、 底部の 胎土は 淡橙色。 外底面内部は施釉後に 釉を 掻き 取る。15世 紀後半�16世 紀に
かけての も のか。

3 2�3 4は磁器の 皿 である。 3 2は青味がかった 釉を施され、 貫入 が発達。3 3 ぱ焼成不良により 釉薬が ガ
ラ ス化せ ず、 乳 白 色。3 4は 白 色 で高台に砂が付着。器形は16世 紀代の染付皿に酷似。

3 5は 白磁碗の 底部 である。内面見込にほ ぼ円形の 区画を施し、その中に 草花文を施す。 外面は、体部
下半より下には施釉しない。口縁部 がない がC類か。

3 6は染付の碗である。全面施釉後、高台下部の 釉を 掻き 取る。
3 7は挽き 臼の 上 臼 である。 上部は 傾い て おり、 供給口 も中心より 少し ずれる。 欠損部分に緩い 彎 曲 が
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認められ、 こ の部分が把っ 手 の 取り 付け部分か。 目 の粗い凝灰岩製。
38は 板材 である。 目立った 加工痕跡はな い。

S D 0 0 5 D 軸以南 出土遺物(Fig. 32 · 33 、 P I .20 - 1 )  
l は 須恵器の播鉢である。
2 は土 師器の 鍋である。 口縁端部を 玉縁状に仕上 げ 、体部外面には 厚 く 煤が 付着する。 形が大 き く 深

さがな い。 捏ね鉢から の転用か。
3 �12は土 師器の鍋の口 縁部 細片である。 い ずれも口縁端部を 玉縁状に仕上 げる。

13は土 師器の鍋の底部 破片である。
14 は土 師器の耳鍋 の口縁部 細片である。 外側より穿孔。 鍔の形状は不明 。
15は土 師器の鉢である。
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16は 瓦 質土器 の 鍋 の口 縁部 細 片で
ある。 口縁端部を 玉縁状に 仕上 げる。

1 7は 瓦 質土器 の 火鉢 の口 縁部 細 片
である。 口 縁 端部に 断面 カ マ ボ コ 状
の 突帯、 そ の 下に 2 条 の断面 三 角 突
帯を 持 ち、 それぞれ の間に 上から 菊
花文 ス タ ン プ、 刺 突文、 半裁竹管文
を施す。

18は 瓦 質土器 の 火鉢もしくは 火消
壷 の 底部 細 片である。 体部下位に 断
面 三角形 の貼り 付け 突帯を有する。

19は 瓦 質土器の浅鉢である。
20-22は 瓦 質土器 の 茶 釜 の口 縁部

である。 い ずれも肩部に 2 条 の 沈線
を 有するが、 20は 更に 肩部 のく びれ
部に 1 条の 沈線を施す。

23は 青磁の碗の口 縁部 細片である。
胎土は 灰 色～ 赤橙 色を 呈し、 釉調も
灰 色がかった 緑 色。 蓮 弁はほ と んど
確認で きないが、 省 略を受けた 印象
はない。

24は磁器 の 皿である。 胎土は 粗く
黄 白 色。 釉調は 白 味がかった 緑色で、
高 台外面まで施 釉するが、 釉 の 一部
は 底部 外面までかかる。

2 5 は 白磁の口 縁部 細 片である。 碗
か。 胎土は 乳 白 色で 黒 色 粒 子を 多く
含む 。 釉調は 白 灰色で、 釉は 半 透明
で、 粘性が 非常に高く、 大 粒 の 釉 垂
れが見られる。 施 釉は 丁 寧ではなく、
一部 露胎する。

S D O 1 7 出 土 遺 物 (Fig. 3 4 、 P
I .20 - 2) 

1 -3 は土 師器 の 鍋である。 い ず
れも口 縁端部を 玉 縁状に 仕 上 げ 、 外
面 に 煤 の 付 着が見られるが、 1 が最
も煤の付着が厚い。

胃/
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7�
讐 �〗こ 奎 、＼

ミ姿 16

15 

゜ 10cm 
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三ーミ2 11-v n 

ー

24
,,/-― 25 

Fig. 33 S D O O 5 D 軸以南出土遺物(2 )
(S = l / 3) 

S D O 2 0 出 土 遺物 ( F ig. 3 4 、 P
I .20- 2) 

4 · 5 は土 師器の鍋の口 縁部である。 口縁端部を 里縁状に仕上 げる。
6 は土 師器 の 鍋 の 底部 細片である。 底部 外面には 粗いハ ケ目を施している。
7は土 師器の茶釜である。 器面は 磨 耗している。
8 は 瓦 質土器の鉢で、 磨耗が 激しい。
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Fig. 3 4  S D O 1 7 · 0 2 0 出土遺物 (S = l /3 )

9 は 瓦 質土器の 火鉢の 底部で ある。 色調は 淡赤橙色。体部下方 に 三 角 突帯を 貼り 付け、その 上下 に 2
条の 沈線を施す。

10は染付けの 碗の 底部で ある。内 外面 とも に呉須で 円形の線を 描 き 、 内面見込 には絵を施す。高台部
を 欠損しているが 、 底部 外面まで 青 色の 釉が施されている。

S D  O 2 5 出土遺物 ( Fig. 35-36 、 P I .21) 
l は須恵器の 甕の口縁部で ある。 外面 に 格子 タ タ キ、内面 に エ具 ナ デ痕跡が残る。
2 は 須恵器の播鉢の口縁部で ある。
3 � 7 は土師器の 鍋の口縁部で ある。い ずれも口縁端部を 玉縁状 に 仕上 げる。
8 は土 師器鍋の底部 破片で 、 外面 に厚く 煤が付着する。
9 は土 師器の 杯で 、 外面 に 4 条の 沈線を 有する。
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Fig. 35 S D O 2 5 出土遺物 ( 1 ) ( S = l / 3 )  
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Fig. 36 S D O 2 5 出 土遺物 ( 2 ) ( S = l / 3 )  
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10は土 師器の 杯もしくは壷の 底部 破片である 。 成形時の指の 単位が 強く残る 。
1 1は土 師器の 火鉢である 。 口 縁端部 外面に断面 カ マ ボ コ状の 突帯、 胴部 外面に 2 条の 突帯を 貼り 付け

る 。
12は 瓦 質土器の捏 ね鉢である 。 底部はハ ケ目の後ヘ ラ ケ ズリ 。
13 �15は 瓦質土器の 茶釜の 口 縁部である 。 14は 肩部 外面のくびれ部より 幅広の 沈線と 細い 沈線により

小 さな 突帯を 表現し、その下に 爪形文を施す 。 15は肩部 外面に ス タ ン プで 菊花文を施す 。
16·17は 瓦 質土器の 茶釜の破片で、16は 把手部分、17は 鍔の部分である 。
18は 瓦質土器の 茶釜の底部である 。
19 · 20は 瓦 質土器の 火鉢の底部である 。 19は 三 ケ所に 逆台形の 脚を有す る と 思われる 。 胴部下方に 三

角 突帯を有するが、断面の形状から本来は断面 付近にもう 1 条の 突帯を有していたと思われ、 突帯の間
に 紐の 結び目のような ス タ ン プを施している 。

21は 青磁の壷の口 縁部 破片である 。 乳 白 色の 素地に明 緑色の 透明 釉を施し、 や や細かい 貫 入が発達す
る 。

22は 青磁の 碗の口縁部である 。 淡灰 色の 素地に 暗緑色の 釉を施し、貫入が発達する 。 陰刻された蓮弁
は 細く、 簡略化 されている 。 内面にも 陰刻が施されているが、どのような 模様かは 不明 。

23 は施 釉 陶器の 碗の口 縁部である 。 乳茶色の 素地に 淡緑茶色の 釉を施し、貫入が発達する 。 SD 0 2
8から 同一個体と思われる施釉 陶器の 碗を 出土しているが、 接点が見当たらず、大 きさもほ ぼ等しい 為
それぞれに掲載した 。

24は挽き 臼の 上 臼破片である 。 胴部側面に 窪 みを有するが、 持ち 運びの 為の 把手か 。 上 面は 縁の部分
に堤防状の 突起を有する 。 石 材は良 質の凝灰岩もしくは安 山 岩製 。

2 5· 2 6は 砥石である 。 両者ともに 白 色の 肌理の細かな石 材 である 。

S D O 2 7 出土遺物 ( Fig. 37、 P I .22 - 1 )  
4 · 5 は土師器の 鍋の口縁部 細片である 。 ともに口縁端部を 玉縁状に 仕上 げる 。
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Fig . 3 7  S D O 2 7· 0 2 8 · 0 3 0 出土遺物(S = l / 3 )
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S D O 3 5 出土遺物 ( Fig. 38 、 P I .22 
- 2) 

1 は 須恵器の 甕の 底部である。 破片の
一部は S D 0 0 5から出土。 S D O 3 5 

出土の破片は 破損後 に二次焼成を受けて
いる。 色調は 外面 赤茶色、 内 面 赤紫 色。
胎土は 粗く、 3 mm大の小石を含む 。

2 は土 師器の 杯である。
3 · 4 は土師器の 鍋である。 口 縁端部

を 玉縁状 に 仕 上 げ 、 体部下半部 に 1 条の
沈線を施す。

5 は 瓦質土器の 鉢である。
6 は 瓦質土器の 鉢の 脚部で、 弧状の平

面を 持つ。
7は 軽石である。この辺では 自 然 に 産しないのでここ に掲載した。 面 取りを受けているよう に見える

が用 途は不明 。 浮子か。

6 は 瓦器の 茶釜の 胴部 破片である。 鍔
の部 分は 欠落している。

S D O 2 8 出土遺物 ( Fig. 37 、 P I .22 
- 1 ) 

l は土師器の 小 皿である。 底部 回 転 糸
切。

2 は土 師器の 鍋の口 縁部 細片である。
口 縁端部より僅か に下がった所に 玉縁を
有する。

3 は施 釉 陶器の口 縁部 細片で、 S D O

2 5 出土品(Fig. 26 -23 ) と 同 一個体の
可能性が高い。

S D  O 3 0 出土遺物 ( Fig. 37 、 P I .22 
- 1 ) 

7は土 師器の 鍋の口縁部で、口 縁端部
を 玉縁状に仕上 げる。

8 は土師器の 底部 破片で 、 小 さな 脚を
有する。 香炉か。

9 ぱ焼粘土塊である。
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Fig. 39  S E O 4 0 出土遺物 (S = l / 3 )

S E O 4 0 出土遺物 (Fig. 39 、 P 1 .22 - 3) 
l は須恵器の 鉢の口 縁部である。口 縁端部を 玉縁状 に 仕上 げる。
2 · 3 は土 師器の 杯である。 2 は 回転糸切後、 底部を 粘土 に付着させた痕跡が見られる。
4� 6 は土 師器の 鍋の口縁部 破片である。い ずれも口縁端部を 玉縁状 に仕上 げる。
7· 8 は 瓦 質土器の 茶釜の 胴部 破片である。
9 は 瓦 質土器の 茶釜の口縁部～ 胴部 破片である。 口 縁部 に 1 条、 肩部く びれ部 に 1 条、 肩部 に 2 条の
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Fig. 4 1  S K O 1 5 出 土遺物 ( 2 ) (S = l / 3 ) 
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Fig . 44 S K O 1 5 出土辿物( 5 )(S = l / 3) 

沈線を施し、把手の部分には 斜方向に 3 条の 刻目を 入れる。 鍔は 欠損し 、痕跡を 残すのみ。
10は 青磁の 碗の 底部 破片である。 外面に 陰刻さ れた文様が見ら れるが、蓮弁文か分割線かは 不 明。 お

そら く 後者のものと 思わ れる。 胎土は黒色粒子を含む 淡灰色。 釉調は 淡緑青色。 残 存する高台部分は内
外面に施釉さ れているが、底部 外面は 釉を 掻き 取り 赤色顔料を施す。 底部内 面は成形時の指 ナ デ痕跡が
渦巻状に 見ら れる。

S K O 1 5 出土遺物(Fig. 40-45 、 P I .23-26- 1 )  
l は 須恵器の播鉢である。
2 · 3は土師器の耳鍋の 口 縁部 破片である。 2 は内 側から穿孔、 3 は 外面から穿孔する。
4 �29は土師器の 鍋の D 縁部 破片である。 4 �27は口縁端部 外面を 玉縁状に 仕上 げる。28·29は内 湾気

味の 素 口 縁。
30は土師器の 鍋の 底部である。 底部 外周は 一段低 く 、未調整。
31は土師器の 茶釜である。
32·33は 瓦 質土器の 鍋の口縁部 破片である。い ずれも 口縁端部 外面を 玉縁状に 仕上 げる。
34 � 35は 瓦質土器の 茶釜の口 縁部 破片である。 34は 肩部に小さ な 三 角 突帯を有する。 35 は 肩部に 2 条
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Fig. 4 5  S K O 1 5 出 土遺物( 6 ) ( S = l / 3 )  

の 沈線を施す。 把手及 び鍔は 欠損。3 6は 肩部く びれ部に 2 条の 沈線、 中位に U字状に 半裁竹管文、 下位
に下がり藤状の ス タ ン プを施す。

3 7·3 8は 瓦質土器の 茶釜の 胴部 破片である。3 7は 把手を 欠損する。3 8は 胴部に 鍔をもた ず、 三 角 突帯
を 1 条施す。

3 9は 瓦質土器の 播鉢の口 縁部 破片である。 片口となるが、 この部分で 欠損 しており、 どの程 度 張り 出
しているかは不明 。

40は 瓦質 土器の 甕の口縁部 破片である。 口縁端部 外面、 肩部く びれ部に 突帯を 巡ら し、 その間に 粘土
円盤 と 円形様の ス タ ン プを 交互に施す。 肩部にも 2 条の 突帯を施し、 その間に刻目を施す。

41·42は 瓦質土器の 火鉢の口縁部 破片である。い ずれも口縁端部 外面 とその下位に突帯を施す。
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Fig . 46 S X O 1 0 出 土遺物 ( S = l / 3 )

43 · 44 は 瓦質土器の 火鉢の底部破片 であ る 。 いずれ も 下位 に三角 突帯 を 施す 。
45 は瓦質土器の鉢の 口 縁部破片 である 。 口縁端部外面 に 突帯 を 施 し 、 そ の 下 に 菊花文ス タ ン プ を 施す 。
46 は瓦質土器の浅鉢の破片 である 。 口縁部 を 逆 L 字状 に折 り 曲 げ、 端部 を 摘 ま み上 げ る 。
47は陶器の大甕の 口 縁部破片 である 。 口縁部 は粘土 を折 り 曲 げて 肥厚 さ せて い る 。 常滑焼 の 10期 か。
48は 青磁の輪花 皿 であ る 。 胎 土 は 淡灰色。 釉 調 は 淡青 色 の 透 明釉 で 貫 入 が発達。 底部外面 お よ び高 台

内面 と 下部 に は 施釉せず、 高 台外面 も 一部施釉 さ れ な い 。 見込部分 の 釉 は掻 き 取 ら れて い る 。 内面 は 文
様 を 陰刻 す る が、 どの よ う な 物 か は 不 明。

49 は 青磁の碗の 口 縁部破片 である 。 胎土 は 淡灰色で黒色粒子 を 含 む 。 釉 調 は 淡灰緑色 で粘性が強 く 内
面 に は帯状に釉垂れが見 ら れ る 。 外面 に は 4 状の櫛 目 文 を 施 し て い る 。

50 は 青磁の碗の底部破片 であ る 。 胎土 は 淡灰 色 で 、 黒色粒子 を 含み粒子 は粗い 。 釉調は青緑色 の 透 明
釉 で 貫入が発達。 基本的 に 高台外面 ま で施釉す る 。 外面 に は 省略化 さ れ た 蓮弁文が施 さ れ、 内面見 込 に
は花文を 陰刻す る 。

5 1 は 青磁 の 水注の胴部破片 であ る 。 胎 土 は 淡灰 色 で黒色粒子 を 含 む 。 釉 調 は 暗茶緑色 の 透 明釉 で 内外
面 と も に 施 し 、 貫 入 が見 ら れ る 。 体部外面 に は文様 を 陰刻す る も 彫 り 込み が浅 く 不鮮明。

e 
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52は 李朝 の雑釉陶器の碗の底部であ る 。 胎土 は 淡茶色 で黒色粒子 を 含 む 。 釉調 は や や青味がか っ た 白
色 釉 で 、 全面施釉。 高台部お よ び底部外面 に は 気泡の 痕跡が著 し い 。 内面見込み部、 高台底部お よ び内
面 に 砂 目 跡 を 残す。

53は 染付けの 皿 の底部破片である 。 胎土 は 灰 白 色 で黒色粒子 を 含 む 。 呉須 で施文の後や や 青味がか っ
た透明釉 を 施す 。 高 台内部及 び底部外面 に は 不透明の 白 色 釉 を 施す 。 高台畳 付 は 露胎。 呉須の色調か ら
明染付 と 思 わ れ る 。

54 は 挽 き 臼 の 上 臼 であ る 。 素材 は 肌理の細 か な 凝灰岩 も し く は安山岩製。 上面 は 供給 口 に 向 かい 皿状
に 窪み 、 周辺部 を 堤状 に 作 る 。 把手 の 差 し 込み 口 は 浮 き 彫 り に よ る 菱形の装飾が施 さ れ る 。 出 土 し た 他
の石臼 に 比べ精巧で径 も 小 さ い。 茶 臼 か。

55 は 砥石である 。 肌理の細 か な 白 色 の石材 を 用 い て い る 。
56 は 板材である 。 最下層 か ら の 出 土。

S X O  1 0 出土遺物 (Fig .46 、 P I .26- 2 )  
l は 須恵器の杯の 口縁部破片 であ る 。
2 は土 師器 の 皿 の 口 縁部破片 である 。
3 は 土師器の杯であ る 。 S X O  1 0 の北側 テ ラ ス部分 に 直立す る 状態 で 出 土。 完形で、 外面 に ば煤 の

付着が見 ら れ る 。
4� 6 は 土 師 器 の 鍋 の 口縁部破片 である 。 い ずれ も 口 縁端部外面 を 玉縁状 に 仕 上 げる が、 他の遺構 出

土 品 に 比べ、 玉縁 を 下位 に 施 し て い る 。
7 は土 師器の鉢であ る 。
8 は 瓦質土器の鍋の 口縁部破片 であ る 。 口縁端部外面 を 玉縁状 に作る が、 突帯は小 さ い。
9 は 瓦質土器の鉢の 口縁部破片である 。 口縁端部外面 と そ の 下位 に 突帯 を 施す 。
10 は 白 磁の 皿の底部である 。 高台 は 削 り 出 し 高台。 胎 土 は 薄茶灰色で黒色粒子 を 含む 。 釉 は 淡灰緑色

で内面お よ び外面体部 中位 ま で施す。 内面 は 蛇 の 目 状 に 釉 を 掻 き 取 る 。 内面 の釉 を 掻 き 取 っ た部位お よ
び底部外面、 高 台 に は 赤色顔料 を 施す 。 ま た 内面 に は 湘煙状の も の が付着す る 。
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Fig. 4 7 S X O 1 6 出 土遺物 ( S = l / 3 )
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11は土錘である。 完存。
12 �14は 植物遺体である。 12は 板材、13 は 角 材 と思われる。 14は s x

0 1 0 の 北 側に土留め状に 巡らせてあった杭の 一つである。この他に桃
の 種子を 1 点出土してい る。

15は 獣骨の 四肢骨である。 片 方の 端部を 欠損、周囲の 鉄分を含み 黄橙
色に変化、 風化が 激し く どの部位であるかは判 然としない。この他にろ
っ骨を 出土したが、掘り下げ の際に 破損してしまい図化しえない。ろっ
骨は出土時には 白 色であったが 、 空気に触れた際に 青色に変色している。

S X O 1 6 出土遺物(Fig.47、 P I .26- 3 )  
1 � 5 は土師器の 鍋の口 縁部 破片である。い ずれも口縁端部を 玉縁状

に 仕上 げる。

Fig. 48 その他の出土遺物 そ の他の出 土遺物(Fig. 48) 

(S = l /3 )  1 は土師器の 鍋の口縁部 破片である。S P O O 6 出土。口 縁端部を 玉
縁状に 仕上 げ る。

2 は土 錘である。 検出時に出土。 完存。

【参考文献）
森田 勉 「14- 16世紀 の 白 磁 の形式分類 と 編年」 「貿易 陶磁研究 2 」 1982 日本貿 易 陶磁研究会
上田 秀夫 「14-16世紀 の行磁 の形式分類 と 編年」 「貿易陶磁研究 2 」 1982 日本貿易 陶磁研究会
小野 政敏 「14 -16世紀 の染付碗 • 皿 の形式分類 と 絹年」 「貿易陶磁研究 2 」 1982 日本貿 易 陶磁研究会
中野 晴久 「中世陶器 （常滑） 」 「概説 中世 の土器 · 陶磁器」 1995 中世土器研究会 編
宮崎 亮一 編 「太宰府条坊跡xv 一 陶磁器分類編 ー 」 2000 太宰府市教育委貝 会
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第 4 章 結語

1 中析地内 栗遺跡の性格に つ い て

文 献に「折地」地名が初見 されるのは 「筑後市 史 」 によると、 筑後 蒲池 家文書の「宗 歴・ 鎮連連署書
状」 である。この頃筑後 平野 では 豊後大 友氏と 肥前 龍造寺氏が 争っており、 名 充 人の 山下城主上 蒲池 鎮
運は 龍造寺方から大 友氏の 武将戸次鎮連（立花道雪）に下り、 早速龍造寺方の 兵を 撃ち 破っている。こ
れはその時の 感状 である。

前 十三折地村付城近辺悪党相 絡 候所、 被懸 合、 以 ー戦大 手 負 被仕付、 両 人打捕頸二 持給候、
御 粉骨不及 申 候、 弥無御 油断、 御 才覚肝要候、 猶重々 可 申 述候、 恐々 謹言

九月十五日
宗 歴（花押）
鎮連（花押）

鎮運 参 御 返 人々 申 給ヘ

この文献には年号がないが、 天正12年(1584) のこ とと 解 釈されている。これによれ ば16世 紀後 半に
「折地村」が 存在 し、 近くに「付城」が設けられていたことが 分かる。筑後 郷土史研究会の刊行 物による
と、 元 来折地と中折地は ひとつの村落であったという。 文 禄 4 年(159 5) 12月、 豊 臣秀吉が立花宗 茂に
発 した「筑後国 知行方目録」（立花文書）には「おり地村」とあり、 翌文禄 5年 4 月、 立花宗 茂が 家臣宛
に発 した 知行 宛行状には「中おり地村」と記載 されている。この頃、 両 村の 分村が行なわれた 可能性が
あるが、 明確ではない。また、 調査区の 北側には字折地 小字「屋敷」が位置 している。筑後市教育委員
会 では当初、 小字の情況から中世居館の周辺部 ではないか と して調査を行なった。

中折地内栗遺跡の 柵列、 建物群の内、 北側の区 画のものについては 全体 像を つか めたとは 言えない。
調査区の東側には用水路が 存在 し、 この水路を 運搬路に利用 したと考えれ ば、 水路沿いに倉 庫状の建造
物を 想定するこ とも 可 能と考える。大 型土城S K O 1 5 は土層観 察の 結果、 滞水 していたのは確実 であ
る。これを佐賀県佐賀市立野遺跡に見られる「溜め 升遺構」と 同 じものと考える と、 北側区 画の空閑地
は生 産の 為の空間と考えられる。

南側区画に関 しては 建築物が東辺と南辺に 展開する。この部 分では東側の用水路の終点部に近く、 南
側は昭和20年代の空中写真によれ ば宅地状になっている。調査区南 端のSD O 3 5 の 筋は 現 在の 土地区
画の 筋とほ ぼおな じ であり、 これを東側に延長する と地 光寺の西辺に ぶつかる。この土地区 画を意 識さ
せるものが遺跡成立時にも遡るこ とが で きる と考えられない であろうか。ち なみに地 光寺の 創建は 天文
5年(1536) である。

調査区を縦横に 走る 各溝状遺構の内、 SD O O 1 · 0  0 5 · 0 2 0 · 0 3 0 · 0 3 5 は、 佐賀県 神埼
郡東 背振山村大 曲 A遺跡に見られるような、 それぞれの空間を 仕切る 為の施設 と考えられる。SD 0 2
5 群( 0 2 5 � 0 2 9 ) も 同様 であろうが、 検出 しにくい埋土や 同 じ遺構と考えられるSD 0 0 5 との
規格の 違い、 SD O 2 5 とSD 0 2 7 (=, 0 2 9 ) の間にあるSD 0 2 6 · 0 2 8 の 存在等、 その有り
様は 同 じとするには 違和 感を 覚える。SD O 1 7 はS K O 1 5 へ水を 導 入する 為の施設 であるが、 SD
0 2 2 はS K O 2 1 との下場の高低差がなく、 そのような 機能を有 していたとは考えられない。

S X O 1 0 は調査区内 ではSD 0 0 1 · 0 0 5 と 接 し、 他にも 2 本の溝と接 していたと考えられる。
埋土観 察は行なえなかったが、 溜め池の護岸状の木杭列を確認 している。これは佐賀県佐賀市立野遺跡
に見られる「溜め 升」 と 同 じ構造を 持った遺構と考えられる。
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2 中折地内栗遺跡の出土遺物の年代につ い て

今 回の出土 品中、磁器は 白磁碗、 白磁皿、 青磁碗、 青磁壷、明染付 などが見られた。 ここでは分類可
能 なものに ついて 取り 上 げる。

SD 0 0 5D軸以 北 出土の 白磁碗(Fig.30 - 35) に つい て は 底部 破片のみの出土であり、分類形式に
当ては め 難い 。 釉調は 灰色がかった 透明 釉で、体部 外面中位まで施釉する。高台は 削り出し高台で、高
台底部 外縁は 浮き 上 がる。 底部中央は大 き く 張り 出しており、 エ具痕跡を明 瞭に残 している。内面見込
は 円 圏状の 沈線の中に花文の 印文を 持つ。 釉調、施釉、 印文 などは太宰府分類（ 森 田分類）の 白磁碗 c

- 2 群に近い 印象を 持つが、口 縁部が ない 為、確証は ない 。 白磁皿(Fig.30 - 34) は 外 反した D 縁部 と
高台を有し、 砂敷の 焼成である。器形的には 上 田 絹年の染付皿 B 群に近い 。 青磁碗(Fig.30 - 3 1) は 釉
は 全面施釉後底部 外面を 掻き 取る。内面見込には 輪花を 陰刻し、花弁を 印文する。 外面には 省略 化 され
た線刻蓮弁文を施している。 上 田分類の B - N類。

S X O  1 0 出土の 白磁皿は太宰府分類の 皿 m類に 似ているが細部が異 なり、 これに当てはまら ない 。
15世 紀以降のものか。

S K  O 1 5 出土の 青磁碗(Fig.44 - 50) は内面見込 に花弁 印文、 外面に線刻蓮弁文を施す。 上 田編年
の B - N類。もう 一点の 碗(Fig.44 -49) は、 外面 装飾が 同安系 青磁に近い が、 釉は 淡灰緑色で体部に
全面施 釉してる。 龍泉系の蓮弁文の 省略形態 と 考えたい 。 青磁水注(Fig .44 - 51) は福岡県久留 米市安
武城跡S K44出土遺物と胎土 ・ 釉調は近い 。

SD 0 2 5 出土の青磁碗(Fig.36 -22) は 省略化 された蓮弁文を有する。 上 田編年の B - N類。

出土 瓦器の分類は 山村信榮の太宰府出土の 瓦器分類に 従う。 茶釜はほとんどが球 形の B類であり、 箱
形の A類は 少 ない 。 B類には B - II類も見る ことがで きる。 火鉢も多 く が A - II類で、他はほとんど な
い 。 播鉢は A - ill類のみである。 鍋は口縁端外面に突帯を施した E - a 類である。

土 師 皿 • 土 師杯の出土量 は 極めて 少 な く 、 十数点にす ぎ ない 。土 師 皿(Fig .2 9 - 5 ) は久留 米市の
「海津城」分類では 杯 Aに 入る。もう 一点(Fig.2 9 - 4 ) は 磨 滅が 激しい が 小 皿D類と なる。S X O  1 0 

出土土 師杯(Fig.46 - 3) は当てはめる所を見つ けられ なかったが 山 本編年 に 言う 所の大杯の類か。

白磁碗C - 2 類は15世 紀前後、 青磁碗 B - N類は15世 紀中 葉から 16世 紀末、染付皿 B 群は15世 紀後半
から16世 紀後半に位置 付 けられる。 瓦器の 茶釜 B類は I · II 類が共に 存在するので 16世 紀前 半か。 鉢

（ 播鉢）は 15世 紀頃から増加する タイ プの 物である。 鍋は14-15世 紀の物である。 これらから中折地内栗
遺跡の年代は15世紀を中心とする中世後半と 考えられる。

3 S X O 1 0 出土の四肢骨につ い て

S X O  1 0からは、 鉄分が多 く 付着した風化の 著しい 四 肢骨と、出土時点では 白色であったが空気に
触れ 青色に変色したろっ骨片を 出土した。 このよう な 四肢骨の出土例は筑後市内では 2 例目であり、 1
例目は2002年に実施した西牟 田 上 京手遺跡がある。

西 牟 田 出土例は報告書の 刊行後、岡 山理 科大学の 富岡 直 人氏に実見していただ く 機会を 得た。 西 牟 田
資料は 鉄分の 付着により 表面 観 察が不可能であり、 僅かに残る海綿 質により 哺乳網と 判断された。 部位
は 不明 である。今後、 薄片資料を作成し 観 察することで、目の 同定やどの部位の資料であるかを 判断す
る ことは 可能とのことであった。

中折地資料も状 況は 極めて近 く 、部位の 決定等は確実とは 言え ない 。今後、 この資料に関して御教示
を頂 けたら幸い である。
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4 結び

筑後市内での大 きな中世集落の調査事 例は 鶴田中市ノ塚遺跡、長崎坊田遺跡に次いで 3 例目となった。
これらの時期は中世中～後期と され、中折地内栗遺跡に近い。しかしながら、その 性格は中世荘園と 絡
めて考 察されており、遺構の 配置状況から居館や 防御拠点として考えられている。

中折地内栗遺跡は、中世、水田荘（ 天満宮 安楽寺領）に属し、南の下妻荘（ 天満宮安楽寺領） との境
に近い。しか し佐賀平野の中世遺跡の調査事 例と 比較する と、中世 居館（ 城館）ではなく中世 緊落（村
落）の あり方に共通点を見いだせる。 しかしながら、今 回の調査区内には 人が居住しうる 建物は多くな
く、村落全体を 復元し 得る資料とはいえない。また、佐賀平野と筑後平野の 緊落の明 確な共 通 性• 相違
点を明確にで きておらず、今後の 緊落調森に多くの課題を 残したと 言える。
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Tab. 1 遺構一覧
Fil!. S 番 号 遺溝番号

15 I S D  O O I 
2 S P 0 0 2  

6 3 S P 0 0 3  
6 4 S P 0 0 4  

16 17 5 S 0 0 0 5  

6 S P 0 0 6  
5 7 S P 0 0 7  

8 S X 0 0 8  
9 S X 0 0 9  

26 10 

5 I I  
6 12 

S X O  I 0 

S P  O I I 
S P  O I 2 

13 S P  O I 3 
14 S P  O I 4 

24 15 S K O I S  

16 S X O  I 6 
18 17 
5 18 

S D 0 1 7  
S P  O I 8 

12 · 13 19 S P O l 9 
19 20 
25 21 
20 22 

S D  O 2 0 
S K  O 2 I 
S D  O 2 2  

23 S P 0 2 3  
IO II 24 S P 0 2 4  

21 25 

21 26 
21 27 
21 28 
21 29 
22 30 
8 31 

S 0 0 2 5  

S D  O 2 6 
S D  O 2 7 
S D 0 2 8  
S 0 0 2 9  
S D 0 3 0  
S P  O 3 l 

12 13 32 S P 0 3 2  

10 11 
33 S X 0 3 3  
34 S P 0 3 4  

22 35 S D  O 3 5 
IO I I  

1 0  1 1  
10 I I  

36 S P 0 3 6  
37 S P 0 3 7  
38 S P 0 3 8  
39 S P 0 3 9  

23 40 S E 0 4 0  
5 4 1  
5 42 

S P  O 4 I 
S P  O 4 2 

12 13 43 S P O 4 3 
12 13 44 S P 0 4 4  

45 S K  O 4 5 
12 13 46 S P 0 4 6  

14 47 
14 48 
14 49 

S P 0 4 7  
S P 0 4 8 
S P 0 4 9  

12 13 50 S P 0 5 0  
51 S P O 5 I 

lO l l  52 S P 0 5 2  
10 1 1  53 S P 0 5 3  
IO I I  54 S P 0 5 4  

9 55 
9 56 
9 57 

S P  O 5 5 
S P 0 5 6  
S P  O 5 7 

58 S P 0 5 8  
5 59 
5 60 
5 61 
9 62 

S P  O 5 9 
S P  O 6 0 
S P  O 6 l 
S P  O 6 2 

63 S K 0 6 3  

5 S A O  8 0 
5 S A 0 9 0  

グ リ ッ ト
021- 1 21 

D18 
C l5 
D15 

J 1-J 19 

E 13 
D 13 

E12-Gl2 
Hll- I 12 
J 19-H21 

D l l  
D 16 
D 9  
D 9  

G17- H 13 

Hl2、 Hl3
Hl3- l 14 

D 9  
D 2  

Fl7- Hl7 
K 6 - K 7  
K7- L 7  

C 2  
C 2  

C 7 - J 8 

H7- I 7 
H1- I 7 
D7- H7  
C 7 - H7 
G3- J 3 

E9  
E4 
D I  
D 2  

D2- G3  
8 2  
82 
84 
D4 
F I  
0 4  
D4 
03 
D4 
F3 
E 3  
F 4  
F3  
F3  
E2  
D I  
B l  
D3 
83 
C 4  
C4  
C5  
05 
D5 
06 
06 
84  
H21 

08-013 
D4-D7  

長軸 ( m ) 短軸 (m) 深 さ (ml
18  2+  a 15+ a 0.05-0 35 

551+ u l 1 - 1 7u 0 25-0 6 

24 0 5 - 1  7 01-02 

67 0 s-o 95 0 15-0 25 

134 
82 

主軸 平面形状 断面形状 出上遺物 時期 傭考

N-86"-W 溝状 段状 弥生上器・須恵器土1\i器瓦器淘器焼石 中世 区面溝、 S XOIS→ 
土師器 S 8075→ 
土師器 S 8070 
煤耀石 木杭 S B070 

N- 2 "- E  北IIII弧状 U 字 - v 字 ～ 方形 須恵器土面召瓦器淘若青磁 白磁染付 中世 区圃溝、 → S D017 025-029 030 
焼石挽臼板材 S X015→ 、 南北に分割可
土師器
土師器 S AOBO 

溝状 土師器 現代 プロ 、ノ ク 塀 に よ る 区画痕跡
方形 土師器 現代 重機痕

隅丸方形 段状 須烹呂土緬岳 ・ 瓦岩・閾召青磁白磁骨片 中世 温め池状遺構、 → S DOIII 005、 外には本の
桃種子 木杭•板材角材 溝状遺Illあ り ， 護岸状の構列あり
土師器 S A080 
土師器 S 8070 
木杭
土師器

艮楕円形状 逆台形 須烹器土緬呂瓦器青磁 白磁染付隕呂 中世 溢め桝
砥石茶臼 焼石板材

溝状 浅皿状 土師器 S KOJ5の一部 ？
N-87'-W 東側へ開 く ラ ッ バ状 逆台形 土師器瓦器 中世 導水路 、 S D005→、 S KOI5→ 

土師器焼粘土塊 S A080 
土師器 ・焼粘土塊 S B  1 10 

E -W 長方形 段状 土師器瓦器•青磁 染付焼粘土塊 中世 区圃溝 ? .0 S KOl5
倒卵形 逆台形状 土師器 溜め桝 ？ → S D022 
溝状 逆台形状 土師器 S K021→ 

上師粒
土師器瓦器 S 8 105 

不定形 不定形 須患召土Iii呂瓦器青磁Jli岩砥石挽臼 中世 区OO溝
焼石

不定形 不定形 土師器
不定形 不定形 土師器 区圃溝
不定形 不定形 土師器 ・ 瓦器紺器
不定形 不定形 土師器・瓦若鐵片•黒罐石 区圃溝

土師器 区圃溝
木杭 S B095 

S B 1 10 
青磁 → S POSI 
土師器 S B  105 
須恵器 土師器瓦器焼石軽石 中世 区画溝、 S E040→ 
土師器 S B  105 
焼粘土塊
土師若 S B  105 
土師器瓦器 S 8 105 

円形 須恵器 土師器·瓦器• 青磁焼石 中世 人為埋没 、 → S D035 
土師器 S A090 
焼帖土塊 S A090 
土師器 S 8 1 10 
焼粘土塊焼石 S B  1 10 

S B  1 10 
瓦器 S B 1 15 

S B  115 
S 8 1 15 
S B  1 10 
S X033一
S 8 105 
S B  105 
S 8 105 
S 8 100 
S B  100 

土師器 S B 100 
土師器

S A090 
S A090 
S AD90 
S B  100 

土師器 S DOOi下位遺情

N-2° -E 上師器 粘土塊 S P007 Oil 018 
N-3° -E 土師器・ 粘土塊 S P 041 042 
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Tab.2 掘立柱建物一 覧

Fil! S番号 遺溝番号 グ リ 9 卜 艮 軸 ( m l
6 S B  O 7 0 Di5-D16 4 4  
6 S B  O 7 5 C l7- D 19 4 1  
7 S B  O 8 5 C I2-D13 4 5-43 
8 S B  O 9 5 09- E IO 26 ， S B  1 0 0 B4-C5 39 

10 I I  S B  I O  5 B I - 04 62 
12 13 5 8 I I 0 D2- E 5  4 1 -4 2 

14 S B  I I 5 E3- F4 39-36 

Tab.3 出 土土器一 覧

Fil! No 遺情
27 2 5 8 1 0 5 
27 3 S B 1 0 5 
27 4 S B  I I 0 
28 I S D  O O 1 
28 2 S D 0 0 1  
28 3 5 0 0 0 1  
28 4 S D  O O I 
28 5 S D O O I  
28 6 S D 0 0 1  
28 7 5 0 0 0 1  
28 8 S D 0 0 1  
28 9 S D 0 0 1  
28 10 
28 I I  
28 12 
28 13 
28 14 
28 15 
28 16 
28 17 
28 18 

S D 0 0 1  
S D  O O l 
S D O O I  
S D  O O 1 
S D  O O l 
S D  O O 1 
S D  O O 1 
S K 0 6 4  
S K 0 6 4  

29 1 S D O  O 5 D輪Jj北
29 2 S D 0 0 5 D輪以北
29 3 S D 0 0 5 D輪)lt
29 4 S D O  O 5 D輪以北
29 5 S D 0 0 5 D輪Jl北
29 6 S D O O S D輪Jj北
29 7 S D O O S DIIJl北
29 8 5 0 0  0 5 D輪以北
29 9 S D O  O 5 D輪ll北
29 10 
29 I I  
29 12 
29 13 
29 14 
29 15 
29 16 
29 17 
29 18 
29 19 
30 20 
30 21 
30 22 
30 23 
30 24 
30 25 
30 26 
30 27 
30 28 
30 29 
30 30 
30 31 

30 32 

5 0 0 0 5 0輪以北
S D O O S D輪以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D O O S D輪以北
S D 0 0 5 D輸以北
S D 0 0 5 D輸11北
S D 0 0 5 D輪以北
S D O O S D輪11北
5 0 0 0 5 0輪ll北
S D O O S D輪以北
5 0 0 0 5 0輪以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D O  O 5 D II以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D O O S D輪以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D 0 0 5 D傭以北
S D 0 0 5 D傭以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D 0 0 5 D輪以北
S D O O S D輪以北
S D 0 0 5 D輪Jl北

S D O O S D輪Jl北
33 S D O O S DIIJl北

30 34 
30 35 

30 36 

S D O O S DII以北
S D O O S D輸以北

S D O O S D輪以北

32 I S D 0 0 5 Dllll甫
32 2 S D 0 0 5 Dllll甫
32 3 S D O O S DII以甫
32 4 S D O  O 5 DII以爾
32 5 5 0 0 0 5 0輪以甫
32 6 S D O  O 5 D輪以甫

種別 沿種
瓦 質 上 お 茶 釜
土 師 召 鍋

帖 J:塊

弥生土お 甕
須恵器 鉢
土鉦器 皿
上師器 鎖

土師器 鍋
上緬器 鍋
土師岱 鍋
土師器 鍋
t師沿 鱗

上師器 鍋
上師器 耳鍋
上闊器 茶 釜

瓦質上器 茶 釜
土 緬 器 平瓦

瓦質土器 鉢
瓦 質 上 岩 火 鉢

上師器 鍋
上師器 純
須恵器 償鉢
須恵器 慣鉢
須烹器 II鉢
土鰤器 皿
土鰤器 皿
土師器 鍋

瓦質上臼？ 鍋
上鮨器 鍋
土師器 鎖

J:師器 鍋
土締笞 鎮

上師器 鍋
土師器 鍋
土師器 鍋
土師器 鍋
土緬器 茶釜

瓦質 上器 員 （蜻烙？
瓦質土器 鍋 （鉢 ？ ）
瓦質土器 耳鍋
瓦質土器 慣鉢

土師器 慣鉢
上師器 慣鉢

瓦質 土荏 火鉢
瓦 質 上 苔 火 鉢
瓦質 上若 鉢
瓦 質 上 苔 茶 釜
瓦 質 上 粒 茶 釜
瓦 質 上 器 茶 釜
瓦質上岱 茶釜
瓦質上器 茶 釜

青 磁 碗

白磁 IDl 
白磁 IDl 
白磁 皿
白磁 碗

染付 碗

須恵器 慣鉢
土師器 鍋
土師岱 鍋
上鉦路 鍋
土師器 鍋
土師器 鎖

短軸 1 m l 面積 ( m') 主軸
2 2+ u 10.4 + a N-0" 30'-E 
21 + a 10+ a N・2' 30'-E

3 13 6 NーがE
2 4-2 5 63 N-1' JO屯

3 8 5+ (1 N�' 30'-E 
3.9- 3  6 238 N-0' JO'.E 

21  ， N-1'-E 
29 10 7 �-0· JO'-E 

口径 (cm) 底lt (cm} 器;o; 1cm) 
(138) 1 17  0) (14 OJ 

II  0 88 4 5 

(8 0) 

(320) 

(9 2) 62 21 
100 5.7 20 

(300) 17 5 141 
(300) 

( 16.0) 

(32.0) 

( 122) 
( 10.8) 
( 14 3) 
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(7 0) 
(60) 

( I I  0) (5 7) 3 1  
( 6  2) 

(4 8) 

(280) 
(460) (314) 10 7 

.,, 面形状
3 間 X I 間 十 a
2 間 X 1 間 十 a

J llfl x  I 間
I �I X  I nil 
2 M!J x I "'I 
3 �I X  I 間
2 IIIJ X  I �I 
2 IIIJX I 間

残＃
1/6 

口縁部細片

口緑部細片
底部細片
底部I応

n籍部細片
n緑部細片
口緑祁細片
n籍部細片
口緑郎細片
n緑郎細片
口縁部細片
口緑部細片
[J緑部細片
体部細片

細片
柄基邪細片

体部細片
口樟部細片

破片
口縁邪116
n籍部細片
口籍郎細片

口緑部欠損多い
完存
1/3 

口籍部1/5
口籍部細片
口緑部細片
口緑部織片
口縁部細片
口籍部細片
n緑部細片
n様郁細片
口緑部細片
口緑部1/5

口緑部細片
口縁部織片
口縁部細）ヤ
口緑部織片
口縁部細片
口縁部細片
口緑部細片
口緑部編片
n緑部織片
口縁部細片
口緑部纏片
n緑部1/6
体郎1/6

[l縁部細片
Ill: 部

底部1/6
、 Iた部114

1/6 
底部112

底部1/2

口籍郎1110
113 

口縁部細片
n縁部細片
口縁部細片
口緑部細片

色調 （外l内）
淡灰色
茶褐色

汲茶灰色 ～ 灰色
液茶褐色
淡灰色

暗茶褐色
暗灰茶色
瀑茶褐色

茶褐色
茶褐色

茶褐色～，'!I褐色
淡灰茶色
淡茶渇色

淡茶褐色-m褐色
暗茶褐色
淡茶灰色
明茶褐色
淡灰茶色
暗灰色

淡赤茶色
淡茶色
青灰色

暗青灰色
淡灰色

淡灰茶色
淡灰茶色
暗茶褐色
明灰茶色
暗茶褐色

茶褐色
明茶褐色

茶褐色
淡茶褐色
明茶褐色
淡茶灰色

貨茶色
明茶色
黒灰色

淡灰茶色
淡灰茶色
淡灰茶色

限灰色／明茶色
灰茶色

淡黒灰色/j炎赤茶色
淡灰茶色

暗茶色
灰．｀＼色

淡茶灰色
液茶灰色
淡灰茶色
淡，l，＼灰色

i炎茶色 Ii炎U透明釉）

淡灰色 （ 白濁釉）
淡灰 白色 （ 白 色釉）
淡灰 白色 （ 白 色釉）
淡貢灰色 I淡U灰色輸I

決灰色 （汲青透明輪）

骨灰色
暗茶褐色

明茶色
暗茶褐色

暗茶褐色- 11,\褐色
暗褐色Ii炎茶褐色
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出 J.遺物 時期 傭与
l: 師荏 ．，!\耀石片 木杭． S P003 004 012 

木杭 S P 03I 
t師器 S P 057 
上師器 瓦器 5 P 024 034 036 038 039 
t師器 焼粘t塊 S POI9 · 043 044 

瓦器 S ?047 

胎 i 焼成 傭 島 （時期）
精良 やや良 S P 0 3 9 、外 iii 下半綿煤fす着A」1/ B ll 類
l●大の砂粒 やや良 S P 0 3 9 、 玉緑
精良 良If S P O l 9 , 2450g 
l● 大の砂粒. �-色t H を 含 む やや良 弥生後期前半
精良 やや良
精良 、 赤色粒 r-や や 多 い やや良 Iりl転糸りJ
1-3 .. の砂粒多 い ややl込 玉Iゑ
砂粒少量 、 金箕母Iヤ 多い やや良 E緑 、 外面 に 薄 く 煤付着
1 -2●の砂粒 、 金雲母片 、 角閃Iiやや多い やや良 エ籍 ， 1 11最漕部溝ff 、 外面に薄 く 煤f.t着
微細粒少量 、 赤色粒 (-やや 多 く 含む やや良 E縁
1 -3●の砂粒多い やや良 玉枯
細砂粒少量 、 金震 母It 多い やや良 E緑
, .. の砂粒 、 赤色粒 f- 、 箕 母 や や 多 い やや良 E縁 、 外面 に 薄 く 煤付着
1 ... t; の砂粒 や や 多 い や や 良 外面 よ り 焼成前穿孔、 外面に薄 く 煤付着
精良 やや良
微細砂粒少量 、 金雲母多い やや良 下郎煤付着
楕良 良好 近世以騒 、 水田焼、 桶を作 、 Ill面面取
精良 良好 フ ラ イ バ ン 型 、 X字型の線紀Hf
細砂粒少量 やや良 突帝部での体部径約44cm
l●大の砂粒少量 、 赤色粒 子 多 い 不 良 万縁
精 良 ？ 赤色粒 子 やや良
1 -3皿の砂粒 良lf 償 〇 凩位7
細砂粒少量 良好
精良 やや良 11 日 ·�1立4
細砂粒少量 不良 回転糸切
織砂粒少量 やや良 回転糸切 、 口縁内面に湘煙付 清
1 - 2  .. の砂粒少量 良好 素口籍 、 外面煤 、 内底面炭化物f・I着
I皿大の砂粒や や 多 い 良好 累口緑 ， 芯焦撫
latk. の砂粒 、 角 閃 石 、 雲母片 多 い ややi. E緑 、 外面煤付着
1 -2 .. の砂粒、 金雲母片やや 多 い や や 良 玉緑 、 外面煤付清
1 -2●の砂粒 やや良 玉縁
l●の砂粒や や 多 い やや良 玉緑 、 外面煤付清
1 - 2  .. の砂粒 、 冥母片少量 良好 玉緑 、 外面下半薄 く 煤付着
1 - 3• の砂粒少量 やや良 玉絃 、 外OO下半薄 く 煤付着
1 - 2  .. の砂粒や や 多 い 不良 玉緑
1 - 2  .. の砂粒 、 金雲母片やや 多 い 良 好 玉籍 、 外面煤付着
＂良 やや良 閂 部 ス タ ン プ
1 - 2●の砂粒 、 雲母片やや多い やや良 外面煤付着
情良 不良 玉緑 ， 山村 E a ( F ID b l 類
精良 やや良 山 け F I 類
細砂粒少量 やや良 玉緑 、 /111] 単位6、 山 村 A 皿 b 類
砂粒極少量 、 赤色粒 (· 多い 不良 片 口 ＂ 、慣 目 捐位5 、 山 村 A rn a 類
砂粒極少量 不良 慣 I ] IJ位5
惰良 、 赤色粒 子 多 い や や 良 菊 花 文 ス タ ン プ
精良 やや良
楕良 良好 薩虞系突 鉢 ？
精 良 良 好 キ餓竹管文 、 菓文 （ 下が り 藤） ス タ ン プ
微細粒極少量 不良 痢曼文 菊 花 文 ス タ ン プ
精良 良好 菓 文 ？ ス タ ン プ、 外 面 下 t煤付着
精良 やや良
精良 良好

良好 見込1こ印花文 輪花文 ，削出高台 、全iii崖輸検
高台内面1蚤取 ｀ 上 田 B IV類

良好 細かな貫人有 、畳付部損取
不良 釉蕩は ガ ラ ス 化 し ていない ，畳f寸郎ほ取

瓜色粒 子若F 良好 鶯紋の染付 、 上 田 B 群
良 好 見込Iり11内に印花文 、肩l出高台 、体棉 下半から

高台にかけて黒釉 、 太'*'�·I C IT 類
鳩色粒 子少量 且If 具須に よ り 篇文 、高台内椙ll乳日色fi量付紐

1蚤取 、 J: 田 C 類
精 良 且 好 償 目 'tlf立5 、 山村A 皿 c 類
1-3●の砂粒 ｀ 金雲II)多い 角閃石少量。 良好 E籍 、 外面煤付着
l - 2af!)砂粒 多い， 雲母 、 角閃石少量。 良好 至縁｀外面煤付着
1 - 3  .. の砂粒や や 多 い。 雲母片。 やや良 至縁
細砂粒少量。 雲母片 や や 多 い。 良好 玉縁
細砂粒少量。 雲母片 や や 多 い。 良H T,I● 



Fig. No 遺情
32 7 S D O  O 5 D輪以膚
32 8 S D O  O 5 D輸11甫
32 9 S D O  O 5 D輪以甫
32 lO S D 0 0 5 D輪以惰
32 1 1  S D 0 0 5 D鎗以爾
32 12 S D 0 0 5 D輪以惰
32 13 S D 0 0 5 D鎗以頂
32 14 S D 0 0 5 D傭以惰
33 15 S D 0 0 5 D輪以惰
33 16 S D 0 0 5 D傭11爾
33 17 S D 0 0 5 D値以甫
33 18 S D 0 0 5 D綸以剛
33 19 s o o o ; o輪以甫
33 20 S D O O S D輪以甫
33 21 S D 0 0 5 D輪11惰
33 22 S D 0 0 5 D輪l1甫
33 23 S D 0 0 5 D輪以爾
33 24 S D 0 0 5 DII以脅
33 25 S D 0 0 5 D輪）1甫
34 
34 
34 
34 “ 
34 “ “ 
34 

I S D  O I 7 
2 S D 0 1 7  
3 S D 0 l 7  
4 S 0 0 2 0  
5 S D 0 2 0  
6 S D 0 2 0  
7 S D 0 2 0  
8 S D 0 2 0  
9 S D 0 2 0  

34 10 S D 0 2 0  
35 
35 
35 
35 
35 
35 
35 
35 
35 

I S D 0 2 5  
2 S D 0 2 5  
3 S D 0 2 5  
4 S D 0 2 5  
5 S D 0 2 5  
6 S D 0 2 5  
7 S D 0 2 5  
8 S D 0 2 5  
9 S D 0 2 5  

35 lO S D  O 2 5 
35 I I  S D  O 2 5 
35 12 S D O  2 5  
36 13 S D 0 2 5  
36 14 S D 0 2 5  
36 15 S D 0 2 5  
36 16 S D 0 2 5  
36 11 S D 0 2 5  
36 18 S D 0 2 5  
36 19 S D  O 2 5 
36 20 S D  O 2 5 
36 21 S D  O 2 5 
36 22 S D  O 2 5 
36 23 S D  O 2 5 
37 
31 
37 
37 
37 
37 
37 
37 
37 
38 

38 
38 
38 
38 
38 
39 
39 
39 
39 
39 
39 
39 
39 
39 

I 5 0 0 2 8  
2 S D 0 2 8  
3 S D 0 2 8  
4 S D 0 2 7  
5 S D 0 2 7  
6 S D 0 2 7  
7 S D 0 3 0  
8 S D 0 3 0  
9 S D 0 3 0  
I S D 0 3 5  
2 S D 0 3 5  
3 S D 0 3 5  
4 S D 0 3 5  
5 S D 0 3 5  
6 S 0 0 3 5  
I S E 0 4 0  
2 S E 0 4 0  
3 S E 0 4 0  
4 S E 0 4 0  
5 S E 0 4 0  
6 S E 0 4 0 
7 S E 0 4 0  
B S E 0 4 0  
9 S E 0 4 0  

39 10 S E 0 4 0  
40 
40 
40 
40 

l S K  O l 5 
2 S K 0 1 5  
3 S K O I S  
4 S K  O I 5 

種別

上師笞
t師器
上師器
!: 師器

上師器
上師器
t師器
上師器
上師器

瓦 質 土 器
瓦質 1: 器
瓦 費 上 器
瓦質J:諾
瓦 質 上 器
瓦 質 土註
瓦 質 土 註

青 磁
磁 器
白磁

t鉦器
上邸器
上師器
上鉦器
t師器

上鉦器
上師器

瓦質上器
瓦質土店

染付
須恵笞
須患笞
J:緬器
上師器
.t師器
上師器
上師器
上師器
上師器
上師器
上鉦器

瓦質上器
瓦質J:器
瓦質上器
瓦質上器
瓦質上器
瓦質上器
瓦質上器
瓦 質 上 器
瓦質 上器

肯紐
肯磁

臆釉附器
上師器
土師器

臆釉閾器
上師器
上師器

瓦費J:お
上師器
t師お

須恵荏
上 鉦 器
土師粒
上師器

瓦 質 上 器
瓦質 上器
須恵器
上師器
上師笞
上緬器
t師器
上師器

瓦 質 上 笞
瓦質 J: 岱
瓦 質 t 器

青磁
須恵器
土師器
上師器
t師器

器積 l ll至 (cm) 底径 (cm) 器,o; (cm) 
縞
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

耳鍋
f+ 

鍋 li+ ' J
火鉢
火鉢
浅鉢 1270) 1 184) 4 9 
茶 釜 (154) 
茶 釜 1 16 21 
茶 釜

碗
皿 1 10 8) (5 6) 24 

皿 ？
鍋
鍋
鋼
鍋 (,IQ 0) 
鎮
議

茶 釜
I+ (32 0) 

火井 (250) 
碗
甕 ( 16 0) 

慣鉢
鍋 (38 O) 
鍋 (38 0) 
鍋 (35.0) 
鍋
鍋
鍋
杯 (14  0) (8  8) 4 5 

If. (蔓 ？ ） ( 7  5) 
火鉢

摺ね鉢 (360) 
茶 釜 (163) 
茶 釜 (150) 
茶 釜 050) 
茶 釜
茶 釜
茶 釜 114  Ol 
火鉢 (290) 
火鉢
'，饒 ( 1 1  0) 

碗 1 1201 
婉 (13 6) 

小皿 (66) 4 5 15 
鍋
碗 04 O) 

鍋
鍋

茶 釜
鍋 1460) 

香炉
帖J:JJI

甕 (300) 
杯 (JOO) (4 0) 29 
鍋 (460) ( 17  0) 17 2 
鍋 34 8 

鉢 (320) 
火鉢
鉢
杯 65 
杯 ( 1 16) 72 36 
鍋
鋼
鎮

茶 釜
茶 釜
茶 釜 1130) 

碗
慣鉢 1280) 12 8 1!20) 
耳鍋
耳鍋
鎮 (520) (38 0) 

残＂ 色躙 （外I内） 胎 J: 焼成 傭 考 (i寺期）
r J籍部細）i 淡茶色 1 - 2皿の砂粒 や や 多 い やや良 玉緑
n籍部細片 暗茶褐色 1 - 2皿の砂粒 や や 多 いし 金芦母。 良好 王絃 、 外面一部煤付清
口緑部細）ヤ 茶褐色 細砂粒少量。 金賞母片 良好 玉縁 、 外面煤付清
口樟部細片 暗茶褐色 細砂粒少量し 良好 玉緑 、 全面煤付着
口絵部細）ヤ 淡I天茶色 細砂粒少量。 雲 母 多 い や や 良 玉籍
口緑部細）ヤ 淡灰茶色 l皿の砂粒 、 角閃石少量。 やや良 玉緑
底部細片 暗茶褐色 1 - 2四の砂粒 、 金雲母 、 角 閃 石 多 い 良 好 外面体部煤付治

口籍部細片 暗茶褐色 1 -2皿の砂粒少量。 雲母片 、 亦色粒 f 良好 ill 村 F I 類の桟倣 ？
口籍部細片 暗褐色11,1 荼色 細砂粒少量。 良If
口籍部細片 淡灰茶色 "良 やや良 山 村 E a ( F m b l 類
口樟部細片 j父灰 茶色 精良 良If 菊 花 文 炉l突 （花） 文 、 半紋竹管文
底部細片 灰茶色 精良 良好 内面煤付倍

118 淡茶灰色 精良 やや良
口1劇郎1/6 淡情灰色 精良 やや良 山 村 B 類
ロIゑ部1/8 液茶灰色 精良 やや良 山 村 A 類

LJ緑部細片 液 茶灰色Ii炎灰 茶色 精良 やや良
口緑部細片 j反灰色 （ 青籍色釉） 良好

底部112 乳灰色 沃U透明輪 良好 畳付 、 内底面黒厖釉
口緑郎細Iヤ 淡灰色 (i灸灰色） 良好 大 き な 釉 ダ レ 布
U縁郁細片 茶褐色 1 - 2  ... の砂粒少量 、 角 閃 石 、 震母片 やや良 モ縁 、 外面煤f寸著
口絃部細片 茶褐色 1 - 2四の砂粒 、 角閃石 、 亦色粒 子 やや良 玉緑 、 外面煤付著
口縁部細片 淡茶色 1 - 2皿の砂粒少量 、 角 閃 石 、 雰母片 やや良 玉樟 、 外面煤f.t着
口縁部1/10 淡茶色 1 - 2四の砂粒 多 い 、 笞母片 不良 玉籍 、 外面煤付着
口縁邪細片 茶褐色 1 - 2  ... の砂粒多 い 、 角 閃 石 良好 玉縁
底部細片 茶褐色 1 - 2  ... の砂粒 多 い 、 竺母片 やや良
体部1/12 IJI赤茶色 精良 やや良 体部球形、 径300an
口緑邸1/8 !!.\灰色 1 - s  ... の砂粒含む 不良
底郎1/10 茶褐色 精良 良好 布脚 （ 半円 形 ？ ）
底部l/4 乳白色 （透明軸） 良好 呉須に よ り 樟 文

口緑綿1/8 淡青灰色 精良 良好
口緑郎細片 淡青灰色 I 、5•の砂llやや多い 、 角閃石 、 鵞a片少量 やや良 内面煤付着 、慣 り 目 欅位6、 山村 A 田 c 頌
口籍部1/6 明茶褐色 1 - 2  .. の砂粒少量 、 角 閃 石 、 雲母片 良好 玉縁 、 内面炭化物 、外面煤付着
口縁部1/6 淡褐色 1 -2 ... の砂粒 、 角閃石 、 コ母片 良好 玉縁、内iii炭化物.!\iii煤II着、35- 5 と 同 → ？
口緑部118 淡褐色 1 - 2  ... の砂粒｀ 角閃石 、 雲母片 良好 王緑、内面炭化物、外面煤付着 、35- 4 と 同一 ？

口緑部細片 灰褐色 1 - 2  ... の砂粒 多 い 、 角 閃 石 やや良 玉縁｀外面煤付着
口緑邪細片 暗茶褐色 1 .. の砂粒多い ｀ 角 閃 石 多 い 良 好 玉緑 、 内面炭化物 、 外面煤付着
底郎細片 暗褐色 l-2mの砂粒やや多い 、 角閃石 、 纂母片 やや良 外面煤付着

1/5 淡灰茶色 細砂粒少量含む やや良 底部回転糸切痕
底部1/3 灰茶色 精良 良好 底邪回転糸切痕

口緑部細片 淡赤茶色 精良 やや良
口緑部1/10 淡灰茶色 精良 良好 底部ハ ケ 目 の ち ヘ ラ ケ ズ リ
口縁部118 灰 茶色 微細粒含む やや良
口緑部118 閲灰色 精良 やや良 肩部条痕 ス タ ン プ
口籍部116 灰,I\色 精良 良好 ＂ 部 菊 花 文 ス タ ン プ

把手部 淡灰色 精良 やや良
体部細片 灰色/j反灰茶色 精良 良好
底部1/5 淡灰色/i炎灰茶色 精良 良好
底部1/4 灰黙色 細砂粒 多 い 、 角閃石 、 雲母片 良好 紐の結 ぴ 目 の よ う な ス タ ン プ

底郎細片 灰 茶色 精良 良好
n樟部1110 乳白色 （淡青色透明釉） 良好 細かな n 入が発違
n縁部1/6 淡灰色 （暗U色釉） やや良 運弁は簡略化、内面見込1こ陰剖纏かな貫 人イi
口縁部1/8 乳茶色 慎U荼色近用檎I 良好 細かなn入が発遠 、37 - 3 と 同 タ イ プ

U緑部欠/rt 淡灰茶色 精良 やや良
口籍部細片 暗褐色 1 - 3匹の砂粒 やや良 玉緑 、 外面煤付石
[]給部1/6 乳荼色 汲II碁色も朋籠 良好f 繍かな 貫入が兌遠 、36-23 と 同 タ イ プ

口緑部細片 淡灰茶色 1 - 2  .. の砂粒 多 い 、 金宴母片 やや良 玉樟
口緑部繍片 暗褐色 1-2 .. の砂粒やや多い 、 角閃石 、 笞母片 やや良 玉縁 、 外面煤付着

体郎細片 灰黒色 精良 やや良 外面煤付 着 （敲砕面 に も 付着 ）
口緑部1/10 茶褐色 1-2•{/J砂Itやや多い 、 角閃石 、 金霊丹片 良好 玉I豪 、 外面煤付 着.38 - 3 と 同一

脚部 淡茶色 精良 不良
淡茶色～黙灰色 4匹大の砂粒極僅か やや良

底部1/3 赤茶色 1 - 5四の砂粒少量 良好
1/4 淡茶色 精良 不良
1/8 茶褐色 1-2. の砂粒やや多い 、 角閃6 、 金貫屈片 良好 玉緑 、 外面煤付着 、37- 7 と 同一

口縁一郎、 底郎欠損 淡茶褐色 1 - 5四の砂粒数個含む 良好 宝緑 、 外面煤付渚
n縁部1/6 淡灰色 1 -2 ... の砂粒極少量 、 笞母片 良好

脚部 暗灰色 精良 良好
口籍部細片 灰茶色 細砂粒 、 金笞母片 多い やや良 玉緑
底部のみ 乳茶色 細砂粒少量 不良 回転糸切 、 切り 雇 しが不良で帖上が付着

112 淡灰色 2●の砂粒少量 、 角 閃 石 不 良
口縁部細片 暗褐色 細砂粒少量｀ 金雲母片 良好 玉緑 、 内面炭化物 、 外面煤付着
口緑部細片 暗褐色 細砂粒少量 、 角 閃 石 、 金雲母片 且好 玉縁 、 外面煤f寸清
口緑郎細片 乳茶色 l -3m, の砂粒 多 い 良 好 玉 緑
体部細片 暗茶灰色 精良 やや良 外底面煤付清 （破砕面 も ）
体部細片 暗灰茶色 精良 良好
n縁部1/4 暗灰色 楕良 且好 山 村 B U 類

底部1/2 ( ill;  台 欠I 淡灰色 (i充絃青色輸） 良好 高台内部赤色顔料塗布
114 灰 ～ 暗青灰色 l- 3anの砂粒少量 、 黙色粒 子 、 角閃石 良好 慣 目 単位 7 条 、 片 n 、 外面一 部煤付着

U籍部細片 茶褐色 細砂粒少量 、 金雲母片 良好 内側 よ り 穿孔 I 2 ケ所） 、 外面煤付清
口縁部細片 暗茶褐色 1-2. の砂粒やや多い ． 角閃石 ． 金雲母片 やや良 外側 よ り 穿孔 ( 2 ケ所） 、 外面煤付着
口縁部 1/6 茶褐色 1 - 2  .. の砂約少景 佑閃石 金'.'!母片 良好 宝絃 、 外面煤付消 ， 内面炭化物付所
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Fi/1,. No 遺情
40 5 S K O I S  
40 6 S K 0 1 5  
40 7 S K 0 1 5  
4 1  8 S K O I S  
4 1  9 S K O I S  
4 1  1 0  
4 1  I I  
4 1  12 
4 1  1 3  
4 1  1 4  
41  15 
41  16 
41  17 
41  18 
41 19 
41 20 
4 1  2 1  
4 1  22 
4 1  23 
4 1  24 
42 25 
42 26 
42 27 
42 28 
42 29 
42 30 
42 31 
42 32 
42 33 
42 34 
42 35 
42 36 

42 37 
43 38 
43 39 
43 40 
43 41 
43 42 
43 43 
43 44 
43 45 
43 46 
44 47 
44 48 
44 49 
44 50 

44 51 
44 52 
44 53 

S K  O l 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
5 K O  I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
5 K O  I 5 
S K  O I 5 
5 K O  I 5 
S K  O 1 5 
S K  O l 5 
S K O I S  
S K  O l 5 
S K 0 1 5  
S K  O l 5 
5 K O  I 5 
S K  O I 5 
5 K O  I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 

S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K O I S  
S K  O l 5 
S K  O 1 5 
S K  O l 5 
S K 0 1 5  
S K  O l 5 
5 K O  I 5 
S K O I S  
5 K O  I 5 
S K O I S  
5 K O  I 5 

S K  O I 5 
S K  O I 5 
S K  O I 5 

46 I S X O  I 0 
46 
46 
46 
46 
46 
46 
46 
46 

2 S X O  I 0 
3 S X O I O  
4 S X O  l 0 
5 5 X O  1 0 
6 S X O I O  
7 S X O  I 0 
8 S X O I O  
9 S X O I O  

46 10 S X O I O  

46 II  S X O I O  
47 
47 
47 
47 
47 
48 
48 

I S X O  I 6 
2 S X 0 1 6  
3 S X 0 1 6  
4 S X O  l 6 
5 S X 0 1 6  
I S P 0 0 6  
2 検111時

檀別 器種
上師苔 鍋
t: 師器 鍋
上師器 鍋
上師笞 鍋
上師召 鍋
上鉦器 鍋
上師器 鍋
土師器 鍋
土師沿 鍋
上鉦召 鍋
上価器 鍋
t踊器 鍋
上鮒器 鍋
上鰤器 鍋
.t緬器 鍋
J:師若 鍋
上師器 鍋
上鉦器 鍋
J:lili岩 鍋
上師器 鍋
上師器 黛
上師器 鍋
t邸荏 鎮
上師召 鍋
上師器 鍋
t師荏 鍋
上師器 茶釜

瓦 質 上 笞 鍋
瓦 質 J: 苔 鍋
瓦 質 上器 茶釜
瓦質上器 茶釜
瓦 質 上1, 茶 釜

瓦 質 上 器 茶 釜
瓦 質 t 指 釜
瓦質 上器 渭鉢
瓦質 J:器 大甕
瓦質土諾 火鉢
瓦 質 上 器 火 鉢
瓦 質 上 器 火 鉢
瓦 質 上 器 火 鉢
瓦質上器 鉢
瓦質上笞 浅鉢
常滑焼 甕

青磁 輪花皿
肯磁 碗
肖磁 碗

針磁 水注
朝鮮紺器 碗

I引染f・t 皿
須恵器 杯
上師1; 小皿
上師器 杯
上師料 鍋
上師粒 鍋
上師器 鍋
上師笞 鉢

瓦器 鍋
瓦 質 J: 器 鉢

白磁 皿

上師器 錘
t師器 鍋
上師器 鍋
上師器 鍋
上面岱 鍋
上師器 鍋
上証粒 鍋
上邸器 錘

Tab.4 出土石器一覧

Fil.!. No 
31 37 
36 24 
36 25 
36 26 

遺情
S D 0 0 5 D輪）1北

S D 0 2 5  
S D 0 2 5  
S D 0 2 5  

38 7 S D 0 3 5  
45 54 5 K O  I 5 

器種
挽臼 11:1
挽臼 （上）

ll\石
砥石

荼臼 （上）

n! 登 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)
(52.0) (380) 
(420) 
(460) 
(44 OJ 
1480) 
(36 Ol 

(38 O) 
11601 

( 16 0) 
06 O} 
( 14  0) 

( 19 2) 

(34 0) 
(320) 
(320) 

(226) 

(21  0) ( 1 8  0) 68 

(330) 
( 130) (6 0) 32 
( 12  8) 

(5 O) 

63 
(6.0) 

( 17  O) 
(9.0) 
12 4 72 37 

63 

39 ( 長 ） IO ( 径 ）

(35.0) 
(480) 

3 5 ( 艮 ） 1 1  ( 径） ，

全艮 (cm) 全Ill (cm) 器厚 (cm)
(300) 67-85 
(29 O) 77 

(20 41 11 0 

残存 色潟 （ 外I内） 胎 J: 焼成 傭 考 （時期）
n緑部l/6 茶褐色 1-2疇の砂粒少量 、 角閃石 、 金雲母片 良好 玉緑 、 外面煤付着 、 内面炭化物付着
r r縁部1/6 暗茶褐色 細砂柁少量 、 金雲母片 良好 玉樟 、 外面煤付清
[ J緑部1/12 暗褐色 1-2●の砂粒多い 、 fり閃石 、 金冥母片 やや良 屯縁
口籍部1/12 茶褐色 細砂粒少量 ｀ 角閃石 、 金貫母片 や や 良 玉緑 、 外面煤付着 、 内面炭化物付着
口樟部1/12 茶褐色 , .. の砂粒 や や 多 い 、 金箕母片 やや良 玉緑 、 外面煤付着 、 内 面炭化物f・t着
「I籍部1/6 茶褐色 細砂粒少量 、 金雲母片 良好 玉緑 、 外面煤付着 、 内面炭化物付着

n緑部細片 茶褐色． 細砂粒少量 ， 角 閃 行 、 金雲母片 や や 良 玉緑 、 外面煤付着 、 内面炭化物付消
I I縁部細片 暗茶褐色 1 - 2  ... の砂粒 、 角 閃 石 、 金雲母片 やや良 玉緑 、 外面煤付着
I I緑部細片 i炎茶褐色 1 - 3  .. の砂粒や や 多 い 、 金雲母片 やや良 玉緑
［ ］縁部細片 淡茶灰色 1 - 2  .. の砂粒 や や 良 玉緑 、 外面煤付着
U籍部細片 灰茶褐色 砂粒少ない 、 金雲母 良好 玉緑 、 外面煤付着
「 1籍部細片 淡灰茶色 1 - 2  .. の砂粒多 い 、 金笞母 不 良 玉緑
[J縁部細片 茶褐色 1 - 2●の砂粒やや 多 い 、 金雲母片 や や 良 玉緑 、 外面煤付渚
[ 1縁部細片 明赤茶色 細砂粒少量 、 赤色t H 、 箕母片 不良 玉緑
[J籍部細片 茶褐色 l●砂粒 や や 多 い 、 角 閃 石 、 金雲母 やや良 玉Iゑ ｀ 外面煤付着
「 ］緑部細片 暗褐色 1-2 ... の砂粒多い 、 霊爵片 や や 良 玉緑 、 外面煤付著
[ I籍部細片 淡茶色 l皿砂粒少量 ． 霊母）ヤ やや良 玉籍
口絃部細片 淡茶褐色 砂粒少な い ' '.ll母片 やや良 玉緑 、 外面煤付着
1 1籍部細片 茶褐色 l●の砂粒 、 角 閃 石 や や 多 い や や 良 玉籍 、 外面煤f寸著
[l粒部細片 暗褐色 1 - 2  .. の砂粒 や や 多 い や や 良 E籍 、 外面煤付苔
r ,  緑部細片 茶褐色 1 - 2皿の砂粒 、 金雰母 やや良 玉籍 、 外面煤付着
［」緑郎細片 茶渇色 砂粒少ない 、 金雲母片 やや良 E緑 、外面煤付沿
r r緑部細片 赤茶色 1 - 2  .. の砂粒 や や 多 い や や 良 E 籍
1 1緑部細片 暗褐色 1 - 2  .. の砂粒 や や 多 い 、 金雲母片 やや良 外OO煤f.t 杓
r 11ゑ部細片 暗褐色 , .. の砂粒 や や 多 い ｀ 角 閃 石 、 金賞母 や や 良 外面煤f・t沿 、 内面炭化物H<'t

底部1/8 茶褐色 l皿の砂粒少量 、 角 閃 fi 、 金雲母 多 い 良 好 外面煤f寸柑 、 内面炭化物付着
n籍部1/8 明赤茶色 9れ良 やや良

I ll劇部細片 聞褐色I淡茶色 精良 や や 良 E 絃
1 1緑部細片 灰関色Ii灸 茶色 ＂良 や や 良 E 絃
[ 1緑部1/8 淡茶灰色 ＂良 や や 良
I I縁部l/4 焦灰色 精ll や や 良 山 H A 類

ヒ半 1/2 灰閲色 精良 良If 山村 B a 頷肩郎鹸花ス タ ン ブ ， 半伐竹管文、

外面煤付着
体1115112 '.II灰色 楕良 良好 山 村 8 I 類 ？
体郎1/8 淡灰色 微細砂粒少量 やや良

口籍部細片 灰黙色 1 - 5皿の砂粒 や や 多 い 不良 山 村 A 日 a 類 ？ 片口 、 慣01/J滅
口緑部1/4 淡灰色 精良 やや良 貼付浮文 、 刻 目 文
口樟部116 明 茶 色． 惰良 や や 良
口緑部1/6 淡灰茶色 楕良 や や 良
底部116 茶褐色． 赤色粒子 や や 良

底部細片 黒灰色 精良 良好
口緑部細片 淡赤茶色 精良 や や 良 菊 花 文 ス タ ン プ

1/6 淡茶灰色 精良 や や 良
口緑部1/8 暗紫褐色 1 -2皿の砂粒少量 良好 10も し く は 1 1形式

116 淡灰色 （淡青色透明輪I 良好 内面 文様イi 、 J't 入発遠
「 I緑部114 淡灰色 (j炎灰緑色釉I /II色粒 子含む 良好 外面に匹条の櫛 H 文
底部のみ 浚灰色 （青U色透明輪I 良好 外iii蓬弁文.l'lili見込印花文属台Iり昴露始 、

細 か な n 入 が発違
体郎1/4 浜灰色 （鴫茶II色透明輪I 良好 外面陰刻 文 、 内 面 も 臆釉

底部のみ 淡茶色 （ 肯 白色釉） 良好 高台 内面見込に砂I] 踪 、 全面謹釉
底部1/4 灰 白 色 Ii炎冑透明輸I 良好 高台内面は 白色の 不透IJJ釉

口緑部1n 灰．『且色l灰色 惰 良 良 好
口緑部1/4 茶褐色 精且 良好

完形 淡灰 貨色 情良 良好 底部回転糸切 、 外面煤付沿
「 ！縁部細片 淡茶色 細砂粒少量 、 Iり 閃 石 、 金竺母 良好 玉籍 、 外面煤付着
f l緑部細片 茶褐色 1 - 3  .. の砂粒や や 多 い やや良 £緑
口緑部細片 淡赤茶色 1-2●の砂粒やや 多い 、 角閃石 、 金11位 不良 E籍
口縁部細片 暗茶褐色 Imの砂粒 や や 多 い 、 Iり閃石 良好
nl晨部細片 暗褐色/j炎茶色 精良 やや良 玉縁 、 外面煤付芍
口緑部細片 淡灰茶色 精l< 不 良
底部のみ 汲茶灰色 （汲灰給色輪I 良好 削111高台 ，外iii底棉鳥輸、内ilil!込蛇目状Ii取

内面li取懇お よ び底節、畳付に赤色顧料
完存 明赤茶色 精良 良好

口縁部1/10 淡茶褐色 1 - 2匹の砂粒 、 角 閃 石 、 金笞母 良好 玉樟 、外面煤付着
n緑部1/10 茶褐色 細砂粒少量 良好 玉緑 、 外面煤付着 、 内面炭化物付消
口緑部細片 茶褐色 1-2●の砂粒やや多い 、 角閃石 ， 金箕位 やや良 玉籍 、 外面煤付着
口縁郎細片 暗茶褐色 細砂粒少量 、 角閃石 、 金雲母 良好 玉籍 、 外面煤付着
「 l籍部細片 赤茶色 , .. の砂粒 や や 多 い 、 角閃石 、 金雲母 やや良 玉緑 ． 外面煤付着
口緑部細片 茶褐色 1 -2●の砂粒やや 多い 、 金雲母片 、 角閃石 や や 良 玉緑 、 外面煤付着

完r,. 赤茶色 ＂ 良 不 良

重 量 I g )  石 材 遺什量 時期 爛与

凝灰岩 113 
安山岩 1/4 中 央 よ り 外11111こ供給口 、 IIII面に持 ち 手

28 9 砂岩 細片
34 7 砂岩 細片
16 4 耗 石 浮 f ?

安u,岩 112 細工精巧

-57 -



竺 器種 I全艮 (cm)I全幅 (cm)i器瞑 (an)I 覚 量 ( g )
S K  O I 5 砥石

Tab.5 出土木器一覧
Fil!. No 遺 情

27 1 S B 0 9 5  
31 38 
45 56 
46 12 
46 13 
46 14 

S D 0 0 5 D輪以北
S K  O I 5 
S X O  l 0 
S X O  l 0 
S X O  1 0 

種別 器種
木杭
板材
板材
板材
角 材
木 杭

全長 (cm) 全幅 (cm) 器厚 (cm) 断面形
27 3 60-80 楕円形
202 4 8 II 長 方 形
23 0 62 25 台形
100 38 07 

92 27 
16 0 27 円 形

石材
砂岩 （ 天 年産 ？ ）

木材

-58-

遺 存 量
細 片

遺 存 量
先灌部風化撒 し い が 、 良好

風化激 し い

風化ilt し い
先灌部のみ

時期 傭 考

傭 与
S P031 、 柱 を 支 え る 為の添木 ？

護岸用 木杭列



P L A T E 

凡 例

遺物写真右 下 の 番号 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

1 0-2 

Fig番号 遺物 番号



PL 1 

ー中 折 地 内 栗遺 跡 全 景 （ 南 か ら ）

2
 

中 折 地 内 栗遺跡 全景 （ 上空か ら ・ 画面上 方 が東）



Pl . 2 

ー南側掘立柱建物群 （ 上空 か ら ・ 画面上 方 が東）

2 S B l O O ( 東 か ら ）



1 S B  1 0 5 ( �  ヒ カヽ ら ）

2 S B l l O ( 」 ヒカヽ ら ）



（ 臼 ヽ似 箪） 四埒渭底拾 1 o o a s  g
 

( <0 ヽff�n S T T 8 S ー

ャ " Id



Pl . 5  

1 S D O O l  A 軸土 層 断面 （ 西 か ら ）

2 S D 0 0 5  完掘状況 （ 南 か ら ）



Pl . 6  

ーS D  O O 5 A 軸 土層 断面 （ 南 か ら ）

2
 

S D 0 0 5  B 軸 土層 断面 （ 南 か ら ）



Pl . 7  

ーS D  O O 5 C 軸 土層 断面 （ 南 か ら ）

・ . .

2
 

S D  O O 5 D 軸 土層 断面 （ 南 か ら ）



1 S D 0 0 5  E 軸 土層 断面 （ 南 か ら ）

2 S D 0 2 0  完掘状況 （ 東 か ら ）

Pl .8  



Pl . 9  

-� 
. ,,. .. 

、̀

S D  O 2 0 土 層 断面 （ 東 か ら ）

2
 

S D  O 2 2 土層 断面 （ 西 か ら ）



Pl . 1 0  

ーS D  O 2 5 群 完掘状況 （ 東 か ら ）

2
 

S D O 2 5 · 0  2 8 · 0  2 9 土層 断面 （ 西 か ら ）



Pl . 1 1  

ーS D  O 3 5 土 層 断面 （ 東 か ら ）

' • 

鼻

2
 

S E O  4 0 （ 北 か ら ）



Pl . 1 2  

っ
ゴ
ノ

， 

｀

 

ヽ

...,
 

J
'
 

I JI 
贔

と

S E O  4 0 土層 断面 （北か ら ）

2 S K O 1 5 · S  X O 1 6 · S  D O 1 7 · 0  2 0 完掘伏況 （上 空 か ら • 上方が東）



（ 印釘 乱 ） 匪判 愚平騨 V 9 T O )I S  Z 

( � ,(f 卑 ） 四埒/:晋艮f S T O )I S  T 

£ 1 " ld 



( � 'り 消 ） 匪判 菌丁 T Z O )I S  ゥ

( �  ヽ似非 ） OO掴 麹平圃 g S 1 0 )I S  ー

ャ「 ld



Pl . 1 5  

ーS X O  1 0 完掘状況 （ 北 か ら ）

2
 

S X O 1 0 完掘状況 （ 西 か ら ）



1 S X O 1 0 遺物 出 土状況 （ 骨 片 ）

2 S X O 1 0 土 師器杯 出 土状況

Pl . 1 6  

（ 南 東 か ら ）

（ 南 東 か ら ）



PL. 1 7  

--

ー掘 立柱建物 群

2
 

S D O O 1 

出 土遺物

28 - 13 

28 - 8  

28 - 10 
28 - 15 

出 土遺物



Pl . 1 8  

29 - 1  
29 - 1  

29 - 3  29 - 3  

29 - 2  

29 - 1 2 

29 - 14 

，
 

5

"10年[
 

ー

29- 4  

29 - 18 

29 - 5  

S D 0 0 5 D 軸 以 北 出 土遺物 ( 1 )



Pl . 1 9  

30 - 23 

30 - 22 

30 - 2 1  

夕
\ 

と科怠 レ、
30 - 27 

3 0-28 

30 - 29 
-- 贔il.ll- " ·"· 30 - 3 1

30 - 36 30 - 35 

1 S D 0 0 5 D 軸以 北 出 土遺物 ( 2 )

30 - 22 



34 - 3  

32 - 5  

32 - 2  

．

 

32 - 14 

32 - 7  

32 - 9  

32 - 6  

32 - 8  32 - 1 1  

1 S D 0 0 5 D 軸 以南 出 土遺物

34 - 7  

34 - 4  

34 - 5  

2 S D O 1 7 · 0  2 0 出 土遺物

32 - l 2  

Pl . 20  

33 - 25 
-

33 - 23 

33 - 24 

33- 22 

34 - 10 



Pl . 2 1  

36 - 16 

36 - 14 

36 - 1 7 

35 - 3  

36 - 25 

1 S D O 2 5 出 土遺物

36 - 2 1  

36 - 23 



37 - 2  
37 - 4  37 - 5  

3 7 - 3  

37 - J  

Pl . 22  

37 - 7  

1 S D O 2 7 · 0  2 8 · 0  3 0 出 土遺物

38 - 2  

38 - 5  

2 S D 0 3 5 出 土遺物

ヽ

•
が,
9
.
 

‘,

'
 

,•
9
 

.
9

 

39 - 2  

39 - 1  

3 S E 0 4 0 出 土遺物

39 - 3  



Pl . 23  

4 0 - 4  

1 S K O 1 5 出 土遺物 ( 1 )

4 0 - 2  

40 - 3  

40- 6 

4 0 - 7  

4 1 - 8  

40 - 5  



Pl. 24 

4 1 - 1 3 

. ' . " ' , ' 

’令ぞ,--�-
• .-、<. ·- 衣、 9.,_ . " , ． ．‘ ’ ・ ， ヽ '"

,, -· 炉-.r_'�;
ャ．

_,;, 
、

'

, ; 4 1 - 16 
4 1 - 2 1  

4 1 - 1 7  
4 1 - 24 4 1 - 18 

42 - 26 

42 - 29 4 2 - 25 

42 - 36 

42 - 37 

43 - 39 

S K O 1 5 出 土遺物 ( 2 )ー



Pl . 25  

43 - 40 

43 - 44 
4 3 - 4 1  

4 3-43 

4 3-45  
43 - 46 

4 3 - 38 

44 - 52 

S K O 1 5 出 土遺物 ( 3 )



44 - 49 

46 - 3  

44 -48  

45 - 55 

S K O 1 5 出 土遺物 ( 4 )

2 S X O 1 0 出 土遺物

47 - 2  

3 S X O 1 6 出 土遺物

4 7 - 4  

4 7 - 5  

Pl . 26  

46 - 15 
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